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平成29年４月26日（水曜日）

午前10時２分開会

会議に付託された議案等

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・高鍋農業高等学校のスーパー・プロフェッショ

ナル・ハイスクール（ＳＰＨ）指定について

・教職員の資質向上実行プラン（改訂版）につ

いて

・宮崎県美術品等取得基金事業により取得した

美術品の初公開について

出席委員（７人）

委 員 長 新 見 昌 安

副 委 員 長 野 﨑 幸 士

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 中 野 明

委 員 横 田 照 夫

委 員 太 田 清 海

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 野 口 泰

警 務 部 長 新 島 健太郎

警務部参事官兼
中 川 正 純

首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 戸 髙 誠 一

刑 事 部 長 鬼 塚 博 美

交 通 部 長 廣 澤 康 介

警 備 部 長 谷 口 浩

警務部参事官兼
河 野 俊 一

会 計 課 長

警務部参事官兼
都 原 誠 一

警 務 課 長

生活安全部参事官兼
橋 本 利 幸

生活安全企画課長

総 務 課 長 重 山 勝 則

少 年 課 長 久留米 英 樹

生 活 環 境 課 長 宮 川 博 文

交 通 規 制 課 長 壹 岐 幸 啓

運 転 免 許 課 長 中 嶋 信 行

企業局

企 業 局 長 図 師 雄 一

副 局 長
平 原 利 明

（ 総 括 ）

副 局 長
大 谷 睦 彦

（ 技 術 ）

技 監 新 穗 伸 一

総 務 課 長 松 田 広 一

経 営 企 画 監 新 穂 浩 一

工 務 課 長 喜 田 勝 彦

開 発 企 画 監 上 石 浩

電 気 課 長 森 本 誠 二

施 設 管 理 課 長 平 松 信 一

総 合 制 御 課 長 新 見 剛 介

教育委員会

教 育 長 四 本 孝

教 育 次 長
片 寄 元 道

（ 総 括 ）

教 育 次 長
飯 干 賢

（教育政策担当）

教 育 次 長
西 田 幸一郎

（教育振興担当）

参事兼総務課長 亀 澤 保 彦

平成29年４月26日(水)
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財 務 福 利 課 長 柚木崎 誠一朗

学 校 政 策 課 長 吉 田 郷 志

学 校 支 援 監 金 子 文 雄

特別支援教育室長 川 越 浩 司

教 職 員 課 長 黒 木 健 一

生 涯 学 習 課 長 後 藤 克 文

スポーツ振興課長 古 木 克 浩

国 体 ・ 高 校
萩 尾 英 司

総 体 準 備 室 長

文 化 財 課 長 谷 口 武 範

人権同和教育室長 米 村 公 俊

図 書 館 長 金 子 洋 士

美 術 館 副 館 長 四 位 久 光

総 合 博 物 館 長 長 友 重 俊

西都原考古博物館長 向 井 大 蔵

埋 蔵 文 化 財
菅 付 和 樹

セ ン タ ー 所 長

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 沼 口 恭一郎

議事課主任主事 井 口 幸 子

ただいまから、文教警察企業常○新見委員長

任委員会を開会いたします。

まず、委員席の決定についてでありますが、

現在、お座りの仮席のとおり決定してよろしい

でしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○新見委員長

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。お手元に配付いたしました日程案のとおり

でよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○新見委員長

します。

次に、委員会の運営方法についてであります

が、執行部入れかえの際は、委員長会議確認事

項のとおり、10分程度の休憩を設けることに御

異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○新見委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時３分休憩

午前10時５分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

先般の臨時県議会におきまして、私たち７名

が文教警察企業常任委員会の委員になったとこ

ろでございます。

私は、このたび委員長に選任されました宮崎

市選出の新見でございます。どうかよろしくお

願いいたします。一言御挨拶をさせていただき

たいと思います。

宮崎県警察本部の皆様方におかれましては、

県民の安全・安心を確保するために、常日ごろ

より御尽力いただいております。特に、凶悪な

犯罪等にもしっかり対処するために御努力を重

ねておられます。心より敬意を表しますととも

に、感謝を申し上げる次第でございます。

特に、最近は、昔では考えられなかったよう

な犯罪等も発生しておりまして、御苦労も絶え

、 、ないのではないかと思いますけれども その分

県民の皆さん方の御期待も大きいものがあるの

ではないかと思います。しっかり応えていただ

きたいと思いますし、私たちもともに努力して

いきたいと思いますので、どうかよろしくお願

いいたします。

それでは、座って、委員の皆さんの紹介をし
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たいと思います。

まず、私の隣が、宮崎市選出の野﨑副委員長

でございます。

次に、皆様方から向かって左側になりますけ

れども、都城市選出の徳重委員でございます。

東諸県郡選出の中野委員でございます。

宮崎市選出の横田委員でございます。

次に、向かって右側になりますが、延岡市選

出の太田委員でございます。

児湯郡選出の図師委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の井口主任主事でございます。

副書記の沼口主査でございます。

次に、本部長の御挨拶、幹部職員の紹介並び

に所管業務の概要説明等をお願いいたします。

おはようございます。警察○野口警察本部長

本部長の野口でございます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

新見委員長初め、委員の皆様方におかれまし

ては、文教警察企業常任委員会委員としての御

就任、まことにおめでとうございます。

また、かねてから、本県警察の運営に関しま

しては、深い御理解と御協力を賜っておりまし

て、心から感謝申し上げます。

さて 本県警察では 運営方針であります 県、 、 「

民の期待と信頼に応える強くしなやかな警察」

の実現のため、県民の皆様が安全で安心して暮

らせる宮崎を目指し、組織一丸となって努力し

てまいる所存でございます。

委員の皆様方におかれましても、今後とも、

御指導、御支援を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。

本日は、年度初めの常任委員会でございます

ので、執行部の職員に変更がありまして、私か

ら執行部の紹介を行いました後、宮崎県警察の

組織について、それから、平成29年度歳出予算

の概要等についての２項目につきまして、警務

部長から報告をさせていただきます。

それでは、資料１をごらんいただければと思

います。

執行部名簿は建制順となっておりますが、席

次につきましては、部長を第一列に配置してい

ますことから、名簿と席次順が異なりますので

御了承いただければと思います。

警務部長の新島警視正でございます。

警務部参事官兼首席監察官の中川警視正でご

ざいます。

生活安全部長の戸髙警視正でございます。

刑事部長の鬼塚警視正でございます。

交通部長の廣澤警視正でございます。

警備部長の谷口警視正でございます。

警務部参事官兼会計課長の河野警視でござい

ます。

警務部参事官兼警務課長の都原警視でござい

ます。

生活安全部参事官兼生活安全企画課長の橋本

警視でございます。

総務課長の重山警視でございます。

少年課長の久留米警視でございます。

生活環境課長の宮川警視でございます。

交通規制課長の壹岐警視でございます。

運転免許課長の中嶋警視でございます。

以上が、本日出席の警察本部執行部のメンバ

ーでございます。どうぞよろしくお願い申し上

げます。

私からは以上でございます。

それでは、私のほうから、初○新島警務部長

めに、県警察の組織の概要について御説明申し

上げます。座ったままで失礼させていただきま

す。
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まず、県警察の組織でございますが、お手元

に配付しております資料２、宮崎県警察の組織

についてをごらんください。

県警察は、宮崎県公安委員会の管理のもと、

警察本部に５部26課１所４隊を置くとともに、

警察学校を附置し、さらに県内に13警察署を設

置しております。

警察本部各部の業務の概要でございますが、

警務部につきましては、広報、会計、人事、監

察、教養及び福利厚生に関することなどを、生

活安全部につきましては、犯罪の予防、地域警

察、通信指令、少年の健全育成、サイバー犯罪

や生活経済事犯等の捜査及び風俗営業、質屋営

業等の許認可に関することなどを、刑事部につ

きましては、殺人、窃盗、詐欺等犯罪の捜査、

暴力団、薬物、銃器の取り締まり等、組織犯罪

対策及び犯罪鑑識・科学捜査に関することなど

を、交通部につきましては、交通安全対策や交

通規制、交通指導取り締まり、交通事故に係る

犯罪の捜査及び運転免許に関することなどを、

警備部につきましては、不法滞在等の警備犯罪

の取り締まりや災害対策、警衛及び警護に関す

ることなどを、それぞれ所掌事務としておりま

す。

また、警察署には、その下部機構としまして

交番及び駐在所等171施設を設置し、県民の安全

。と平穏の確保に努めているところでございます

次に、県警察職員の定員につきましては、平

成29年４月１日現在、警察官2,034人、一般職

員321人、合計2,355人であります。

なお、本年３月の組織改編におきまして、情

報通信技術を悪用した犯罪に対する迅速かつ的

確な対応と行政機関や中小企業への支援対策等

を確立するため、生活安全部内にサイバー犯罪

、 、対策課を テロや対日有害活動等に対しまして

的確な治安対策を推進するため、警備部内に外

事課をそれぞれ新設し、対処能力及び組織基盤

を強化しております。

このほか、全国的に増加傾向にありますスト

ーカー・ＤＶを初めとする人身安全関連事案対

策を強化するため、生活安全部、生活安全企画

課内に人身安全対策室を新設するとともに、生

活安全企画課及び警察署への増員配置、改正道

路交通法の施行による高齢運転者対策に対応す

るため、交通部運転免許課への増員配置、新時

代の刑事司法制度改革に的確に対応し、犯罪関

連情報の収集、分析や捜査支援等を行うため、

刑事部刑事企画課内に捜査支援室を新設、特殊

詐欺被害の厳しい現状を踏まえ、取り締まりと

、 、予防の両面から 総合的な対策を強化するため

刑事部捜査第二課及び生活安全部生活安全企画

課に専従員の増員配置を行うなど、県警察にお

ける喫緊の治安課題に的確に対応できる体制を

確立し、県警察の運営方針であります「県民の

期待と信頼に応える強くしなやかな警察」を構

築する組織改編を実施したところであります。

続きまして、警察本部の平成29年度歳出予算

の概要等につきまして御説明いたします。

県警察では、運営重点として 「事態対処事案、

への迅速・的確な対応」等の７項目を掲げてお

りますが、歳出予算では、この運営重点を柱と

した各種施策を実行するための事業費と治安維

持に必要な経費を措置しております。

それでは、お手元にお配りしております資料

３、平成29年度歳出予算についてをごらんくだ

さい。

最初に、資料の１の平成29年度歳出予算の概

要について御説明いたします。

警察本部の平成29年度の歳出予算額は、恩給

及び退職年金費を除きまして、282億7,090
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万9,000円であります。

この予算額は、昨年度と比べますと、人件費

につきましては、退職手当がふえたことなどに

より、３億7,722万4,000円の増額、人件費以外

の物件費につきましては、平成28年度に着工し

ましたえびの警察署の建設工事費が多額になる

ことなどから、７億4,359万6,000円の増額とな

り、総額では、11億2,132万円の増額、率にしま

すと、対前年度比4.1％の増となっております。

次に、２の主な事業について御説明いたしま

す。

なお、それぞれの事業名の頭に、 、 と表○ ○新 改

示しておりますが、 とは、平成29年度の新規○新

事業、 は改善事業、すなわち既存事業に改善○改

を加えた事業でございます。

その他、頭に何も表示していないものは既存

の事業であります。

それでは、平成29年度の主な事業を順番に御

説明いたしますので、次のページの資料をごら

んください。

まず、資料３－１の「適正かつ効率的な検視

業務に資するための資機材整備事業」でありま

すが、事業の目的につきましては、警察は、変

死者または変死の疑いのある死体について死因

を究明し、事件性を判断するため、死体の状況

等を調べる検視を行っております。

検視は、各警察署の捜査員が実施しますが、

犯罪死の見逃し防止を図るため、検視について

は、専門的知識と経験を有します警察本部の検

視官が死体取り扱い現場に積極的に臨場してい

るところであります。しかしながら、例えば、

串間警察署と高千穂警察署と同時に複数の死体

取り扱い現場が発生した場合などには、検視官

が全ての現場に臨場することができません。そ

こで、死体取り扱い現場の状況等を映像と音声

で検視官に送信するとともに、その状況等を受

信した検視官が現場責任者に対して、具体的か

つ的確な指示、指導と現場指揮を行うことによ

、 。り 犯罪死の見逃し防止を図るものであります

事業の概要としましては、死体取り扱い現場

から検視官に動画撮影した映像や音声をリアル

タイムに送信する検視支援システムを導入しま

して、県内13警察署に送信用のタブレット端末

を、警察本部に受信用のタブレット端末とノー

トパソコンを整備するものであります。

事業効果としまして、検視官が現場等の状況

を正確に確認することができることから、複数

の死体取り扱い現場が発生した場合には、臨場

の優先順位を迅速に判断することが可能となり

ます。また、検視官が死体取り扱い現場に臨場

する途中においても、リアルタイムで現場の状

況等を確認することができるとともに、現場に

対して具体的な指揮をとることが可能となりま

すことから、適正な検視業務を推進することが

できるものと考えております。

続きまして、次のページの資料の３－２をご

らんください。

「交通事故事件立証能力強化のための資機材

整備事業」につきまして、御説明いたします。

事業の目的につきましては、ひき逃げ事件や

重大交通事故などの裁判において、事故事件を

疎明、立証するためには、綿密で科学的な事故

、捜査に基づく客観的な証拠の収集が必要であり

また、重大交通事故を引き起こす交通違反に対

しては、厳正な取り締まりも必要であります。

しかしながら、これらに必要となる資機材は、

現在充足されているとは言えず、また、現存の

資機材も作動不良や劣化が著しく、事故捜査、

交通取り締まりに支障を来している現状であり

ます。
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そこで、事故捜査や交通取り締まりに必要な

資機材のさらなる充実と現有資機材の減耗更新

を図るものでございます。

事業の概要としましては、１つ目は、自動車

のコンピューターのデータを読み取る故障診断

装置の新規整備であります。

近年の自動車は、車両の制御に各種コンピュ

ーターを使用しており、交通事故車両からデー

、 、タを読み取ることで 事故発生時の車両の速度

。 、運転操作状況を客観的に確認できます 現在は

ディーラーにデータ読み取りを依頼しておりま

すが、時間経過とともにデータが失われるケー

スもありますことから、現場で速やかにデータ

を読み取ることができるよう、本装置を整備す

るものであります。

２つ目は、肉眼では判別できないタイヤ痕を

撮影する持ち運びのできる赤外域撮影装置の新

規整備であります。

歩行者被害のひき逃げ事件等では、着衣には

肉眼では判別できないタイヤ痕が印象されてい

るケースがあり、発生現場において、本装置を

使用してタイヤ痕を解析することにより、早期

の被疑車両の特定や絞り込みに大きな効果が期

待できるほか、被疑車両のタイヤと着衣のタイ

ヤ痕との異同識別を行う際の立証について担保

することができることから、本装置を整備する

ものでございます。

このほか、交通事故の現場写真撮影用のデジ

タルカメラであります、書ききり型コンパクト

カメラや過積載違反車両の取り締まりにおきま

して、車両重量を測定する電子式車両重量測定

装置を減耗更新するものでありまして、今後、

年次計画で整備していくものであります。

事業効果としまして、これらの資機材の整備

により、事故捜査や交通取り締まりにおきまし

て有効な証拠が確保できますことから、適正な

交通事件事故捜査や交通指導取り締まりを推進

することができます。

続きまして、次のページの資料３－３をごら

んください。

「年齢及び出身地推定法確立のためのＤＮＡ

研究事業」について御説明いたします。

、 、事業の目的につきましては ＤＮＡ型鑑定は

被疑者資料や犯罪現場等の遺留資料から個人を

高い精度で選別する鑑定法でありまして、犯人

を特定し、犯行状況を解明する捜査手段として

欠くことのできない重要な役割を果たしており

ます。

本県におきましても、ＤＮＡ型鑑定は、最重

要ツールとして犯罪の捜査に大きく貢献してお

りますが、今後、さらにＤＮＡに関する研究を

進め、ＤＮＡ解析から被疑者の年齢と出身地を

推定する方法の確立を目指し、犯人像に迫る科

学捜査の高度化を図るものであります。

事業の概要としましては、１つ目が年齢推定

法の確立のための研究であります。

ヒトの血液からＤＮＡ解析を行い、年齢推定

の研究を実施しまして、将来的には、事件容疑

者や身元不明者等の年齢を推定し、捜査に活用

するものであります。

これまで、宮崎大学農学部獣医学科との共同

で、ウシのＤＮＡを指標とした年齢推定法の基

礎研究を行い、成果がありましたことから、本

格的にヒトへの応用を目指して研究を行うもの

であります。

年齢推定法研究の概要でありますが、次のペ

ージの資料の上のほうの年齢推定法をごらんく

ださい。

資料中ほどにありますように、ヒトの第14染

色体上から切り離され、丸型で細胞内に存在し
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ます「ｓｊＴＲＥＣ」というＤＮＡは、加齢と

ともに減少することがわかっております。これ

を指標として、年齢を推定する研究を行うもの

であります。

、 、この研究により 年齢推定法が確立できれば

例えば、現場に残された犯人の血液のＤＮＡを

解析することにより、30代の男性であることを

推定することが可能となります。

２つ目が、出身地推定法の確立のための研究

であります。

ヒトのＤＮＡ解析を行い、地域性を分析する

ことにより、将来的には、遺留されたＤＮＡか

、ら事件容疑者や身元不明者等の出身地を推定し

捜査に活用するものであります。

研究対象は、男性にしかないＹ染色体上のＤ

ＮＡであり、父親から受け継いだ遺伝子の型を

解析し、ヒトのルーツを研究するものでありま

す。現在、世界的に地理的分布に偏りがあるこ

とが判明しておりますことから、宮崎県レベル

の分布状況を調査・研究していくものでありま

す。

出身地推定法研究の概要でありますが、先ほ

どの資料の下のほうの出身地推定法をごらんく

ださい。

ヒトのＤＮＡのＹ－ＳＴＲ型を解析するとと

、 、もに 出身地情報をあわせたデータを蓄積して

宮崎県レベルの分布状況を研究するものであり

ます。

この研究により、出身地推定法が確立できれ

ば、例えば、現場に残された犯人のＤＮＡを解

析することにより、県北出身者であることを推

定することが可能となります。年齢推定、出身

地推定とも警察職員から同意を得た上で、血液

等のサンプルを収集し、ＤＮＡを抽出してデー

タの解析を行って研究してまいります。

事業効果としましては、現場に残されたＤＮ

Ａから、年齢や出身地を推定できれば、被疑者

の早期検挙や事件解決につながるとともに、犯

罪捜査に費やす人員、費用及び時間の効率化が

図られます。

さらに、身元不明者が発見された場合におい

ても、年齢と出身地が推定できれば、身元につ

ながる重要な手がかりとなり、捜査活動に大い

に役立ちます。

また、南海トラフ地震等の今後想定される大

規模災害が発生した場合においても活用が期待

されます。

今回、年齢や出身地推定に関する研究に関し

て、全国に先駆けて科学捜査の分野でいち早く

取り組み、成果を上げることで、日本だけでな

く、世界に宮崎県をアピールすることができる

ものと考えております。

続きまして、次のページの資料３－４をごら

んください。

「南海トラフ地震等災害対策充実強化事業」

につきまして御説明いたします。

事業の目的につきましては、近年、発生が予

想されております南海トラフ地震等が発生した

場合には、本県では甚大な被害が懸念されてお

りまして、迅速な避難誘導や救出救助活動が要

求されます。したがいまして、装備品の不備な

どにより、救出救助活動等の災害警備活動に支

障をきたすことがないよう、必要な装備資機材

等を整備し、災害発生時の措置に万全を期すも

のであります。

事業の概要としましては、災害警備活動の主

体となります機動隊や警察署に救出救助活動用

の装備資機材を整備するものであります。

特に、昨年４月に発生しました熊本地震に際

し、現地での諸活動を通じて必要性が認められ
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、 、たものとしまして 警察署等が倒壊した場合に

警察署の機能を補完するために使用する大型の

避難・救護用テントや、倒壊した家屋等の救助

現場において二次倒壊を防ぐマット型空気

ジャッキ、さらには、災害で傾いた道路標識を

復旧する道路標識起こし機など、各種装備資機

材を整備します。

また、購入後10年が経過し老朽化した装備資

機材や、出動等で使用頻度が高く、消耗の激し

い装備資機材を年次計画で減耗更新するもので

あります。

次に、大規模災害時において、警察本部や各

警察署では、ヘリコプターテレビ映像が受信で

きるよう整備されておりますが、警察本部庁舎

が被災して使用できない場合に、代替施設とし

て指定されている警察学校及び機動隊において

も受信できるように整備するものであります。

次に、災害が発生した場合には、警察本部及

び警察署には警備本部が設置され、職員は被災

情報の収集や救出救助活動等の災害対策に従事

しますが、食糧の供給が確保できない中にあっ

ても、全職員が最低３日間は自活により活動す

ることができるよう、必要となる非常食を購入

するものであります。

このほか、災害発生時に現地実施本部におい

、て情報の共有や関係機関との連携等を図るため

小規模ＬＡＮシステムを更新整備するものであ

ります。

事業効果としまして、装備資機材等を整備す

ることにより、迅速かつ効果的な救出救助活動

が可能となり、円滑な災害警備活動が実施でき

ることから、大規模災害から県民の生命と財産

を守ることが可能となります。

最後に、次のページの資料の３－５をごらん

ください。

「交通安全施設整備事業費」につきまして御

説明します。

事業の目的につきましては、交通事故が多発

している道路など、特に、交通の安全を確保す

る必要がある道路において、総合的な計画のも

とに交通安全施設の整備を図ることによって、

交通環境の改善、交通事故の防止を図り、あわ

せて交通の円滑を図るものであります。

事業の概要としましては、最初に、交通管制

及び信号機改良等整備費は、交通安全施設等整

備事業の推進に関する法律施行規則で定められ

、 、 、た 交通量が多く 事故が多発している道路や

市街地における歩行者の事故が多い道路及び交

通事故が多発するおそれがある道路等の指定さ

れた道路区間において、交通管制や信号機のＬ

ＥＤ化等の信号機改良、道路標識の整備等に係

る経費であり、国庫補助対象事業であります。

次に、信号機新設・道路標識及び道路標示等

整備費は、信号機の新設、道路標識及び道路標

示等の整備に係る経費であり、県単独事業であ

ります。

次の東九州自動車道延伸に伴う可変標識整備

事業は、東九州自動車道の日南方面への延伸工

事に伴い、可変標識を設置するための経費であ

り、国庫補助対象事業であります。

次の円滑化対策事業費は、国家公安委員会及

び国土交通大臣が、交通渋滞を解消し、地域に

おける交通の円滑化を図る必要がある場所とし

て指定した対象地区に、信号機や道路標識等の

設置を行うための経費であり、国庫補助対象事

業であります。

次の交通安全施設の災害対策強化事業費は、

主要幹線道路の信号機に、自動起動型電源付加

装置を設置するための経費であり、県単独事業

であります。
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次のコンクリート製信号機柱の鋼管柱化は、

現在はコンクリート製である信号柱を災害等に

強い鋼製の鋼管柱に移行する事業であり、国庫

補助対象事業であります。

以上が、事業の概要でありますが、これらの

事業において、平成29年度は、信号機14基を新

設するほか、信号制御機159基の更新やコンクリ

ート製信号機柱の鋼管柱化100本、信号機のＬＥ

Ｄ化50式等の整備を予定しております。

事業効果としましては、交通事故や交通渋滞

の実態に即した交通安全施設を計画的に整備す

ることで、交通事故の抑止と交通の円滑化が図

られ、県民の生命の保護と交通環境の向上が図

られるものであります。

以上であります。

執行部の説明が終わりました。○新見委員長

質疑はありませんか。

説明がありました資料３－１につ○図師委員

いてお伺いしたいんですけれども。この検視件

数の推移、ここ二、三年の数を教えていただき

たいのと、説明にもありましたが、検視業務が

重なってしまうケースのために、今回、このよ

、うな資機材を入れられるということなんですが

実際、昨年何件ほど、そういう重なった検視業

務があったのかを、まず教えてください。

まず、検視の取り扱い件数を○鬼塚刑事部長

申し上げます。

昨年、平成28年が1,330、平成27年が1,393、

平成26年が1,391ということで、1,300件台でご

ざいます。

委員より御質問のありました、重複しての現

場という関係で申しますと、重複してというデ

ータはございませんが、結論として現場に臨場

できなかった件数がございます。現場の臨場率

は、昨年が89.5％、平成27年が84.8％、平成26

年が77.2％でございます。

教えていただきたいんですが、臨○図師委員

場率が100％でないということは、検視官がその

場に駆けつけることができない状態でもう検視

が終わってしまった 御遺体が動かされてしまっ、

た率が残りのパーセントになるんでしょうか。

最終的に、検視官が現場に臨○鬼塚刑事部長

場しなかった数でございます。必ずしも全部、

検視官が臨場しなければいけないものではなく

て、明らかに臨場の必要性がないものについて

は、臨場しないこともございます。

実は、この検視に関して、私の住○図師委員

んでいる地区でも昨年２件ほどありまして。一

人は孤独死、もう一人はヒートショックでお風

呂場で発見されたということで。この検視件数

の推移を見ても、高どまりの傾向が続いている

なということで、この検視業務を効率化するた

めの資機材の導入は、もう何ら問題はないと思

うんですが この資機材が導入されることによっ、

て、タブレットとかノートパソコンの画像によ

る検視官の判断で、実際、臨場しなくても検視

作業が完了することが、今後、ふえてくると考

えてよろしいんでしょうか。

基本的には、可能な限り検視○鬼塚刑事部長

。官が現場に臨場したいという方針でございます

けれども、時間的な問題もありましてできない

場合もございます。今回のシステムは、事件性

があるのかないのかという早急な判断が求めら

れる場合がございますので、電話程度のやりと

りでは、なかなか判断しにくいものですから、

一番リアルにわかる動画、映像を送ってもらう

ことで、臨場の順番を決めたりとか、また、事

件性の判断を早急に行うと、こういう意味で、

今回システムを導入するものでございます。

今の説明でよくわかりました。今○図師委員
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まで臨場率が100％でないのは、現場に駆けつけ

られた警察官の方の電話とか、そういう情報の

もとで、これは事件性がないと判断された場合

に 検視官がもう現場に行かないことが この10、 、

％前後の数になっているんだなというのがわか

りました。今後も、効率的な検視作業が遂行さ

れるように期待しております。

私は、警察業務というのは、いろ○中野委員

んな事件もふくめて、一番大事なのは、いかに

人命を守るかだと思っています。それで、資料

、 、３－４の中で この救出救助活動用装備資機材

ヘリＴＶ受信設備の整備。これは本部が壊れた

ときにという説明だったんですが、今の県警ヘ

リコプターは、写真を撮って本部に送るシステ

ムはなかったんですか。

現在の本部には、県警ヘリが○新島警務部長

飛んで撮影したものを受信する機能はもちろん

ございます。私の説明は、警察本部が大震災等

によって、本部機能が失われた場合に、代替施

設として、現在、指定されている警察学校にも

整備するということでございます。

あの本部が壊れるときは、宮崎県○中野委員

みんなが壊れるかなと思う。震度何で想定して

るんですか。

相当規模の地震とか津波とか○新島警務部長

によって、県警の電源が落ちるとか、そういっ

、 、た場合に備えての 第２の場所でありますので

特定のこの震度以上で、と決めているわけでは

ございません。

資料３－５の事業内容で、交通安○中野委員

全施設の災害対策強化事業、この説明で、渋滞

映像を流してと説明がありましたよね。これ、

渋滞映像を撮って流しても、そこに渋滞を解消

する策がないと意味がないわけですよ。私は、

前から、災害のときの渋滞解消をと言っている

けれど、それは無理ですという答えになってい

るわけです。この県単の交通安全施設の災害対

策強化、ここで、渋滞映像を撮って、映像を流

してと説明があったでしょう。

資料３－５の災害対策の○壹岐交通規制課長

交通関係につきましては、予算としては、基本

的に、信号機が津波、停電等でやられたときに

、 、自起動発電と申しまして 停電になった場合に

自動で電気を自発しまして、それで信号を復旧

させる事業の予算でございます。人員が限られ

ている中での災害対策ということで、自分で復

。旧させる信号機を設置することとしております

ヘリコプターで道路の渋滞状況を○中野委員

撮影したりと説明があったと思ったんですけれ

ど、まあ、なければいいです。

やっぱり、渋滞を逃がすことは、無理だとい

、 、う話だけれど それで人が救われるんだったら

限りなく追及すべきだと私は思っています。

先ほど図師委員が質問した件です○太田委員

が、検視官は何名いらっしゃるんですか。各警

察署にもいらっしゃるということなのか。

検視官は、警察本部の捜査一○鬼塚刑事部長

課におります。体制的に申しますと、検視官は

４名でございまして、そのほか下に係員がおり

ます。一当務２人で、３交代で24時間対応する

ようにしております。

検視官、専門的な分析をされる方○太田委員

だろうと思いますけれど、現場で、そういった

変死体が出たときには、必ず嘱託医、病院の先

生も来られますよね。来ないと死体の書類が書

けないと思うんですけれど。お医者さんも、こ

れはおかしいなとかいう意見もあろうかと思う

んですが、その辺の検視官の方と、嘱託医です

かね、そういうお医者さんとのやりとりはどう

なんでしょうか。
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まず、検視官は、要件がござ○鬼塚刑事部長

、 、いまして 10年以上捜査を経験していることと

、 、警察大学校で法医学を専門的に勉強した 要は

検視に非常に知識、経験のある者が検視官とし

て、今、活動しております。

委員のお話に嘱託医という御説明がございま

したけれど、嘱託医ではなく、先生にお願いを

して来ていただく。かかりつけの先生が一番い

いわけですが、なかなか夜間等で来られない場

合には、別の先生にお願いすることもございま

す。現場に行った検視官、それと先生で死体を

見まして、死因を特定する場合がございます。

わかりました。よろしいです。○太田委員

今の事業で、事業期間が29年度か○横田委員

ら33年度、５カ年事業で、13警察署に送信用の

タブレット端末を入れるということですが、１

年で全て入れるわけにはいかないのですか。

この事業は、リース事業でご○鬼塚刑事部長

ざいまして、一遍に台数を整備しまして、５カ

年のリース契約でございます。

ＤＮＡ研究事業です。これは、宮○太田委員

崎県をアピールできることですから、私も、こ

ういうのができるといいなという思いでありま

す。血液から年齢を推定することは、本当に、

科学的にできそうな予感がするんですが、出身

地は、人口が入り乱れていて、地域性が、本当

に確定できるのかなという思いもあって。相当

なデータが集まらないと、大変な作業だろうと

思いますけれど。この出身地がどうなんだとい

、うこと自体の確定が先に必要だろうと思うんで

その辺の難しさもあろうかと思うんですが。お

尋ねしたいと思います。

委員の御指摘のとおりでござ○鬼塚刑事部長

いまして、Ｙ染色体というのが男性にしかない

染色体で、父親とか、おじさんも含めて同じＹ

染色体を持っているわけでございます。

どれだけさかのぼれるのかは、まだわからな

いんですけれど、おおむね、この地域の人だろ

うという推定はできるのではないかということ

で、今回、行っていくわけでございます。３カ

年で計画しますけれども、今後の研究で、どれ

だけ特定できるのかという問題がありまして。

表でも、ＡとかＧとか地域分けしていますけれ

ど、実際はもっと広い範囲になるのか、狭い範

囲になるのかも、今後の研究の進捗次第でござ

います。

ぜひ、挑戦していただいて、確立○太田委員

できるといいなという思いであります。頑張っ

ていただきたいと思います。

。○横田委員 資料３－４の南海トラフ関係です

この事業とは直接関係ないんですけれど、東日

本大震災でも、避難誘導とか、水門の締め方と

か、ぎりぎりまで対応されて、結局、自分の命

を失った警察官とか、消防団員がたくさんおら

れました。当然、警察官は士気が高い人ばかり

だと思いますので、ぎりぎりまで、そういった

作業をされるんじゃないかと思いますけれど、

自分の命を守るための指導はどうされているん

でしょうか。

ただいまお尋ねの件なんです○谷口警備部長

が、現在、マニュアルをつくっております。誘

、 、 。導する警察官 規制する警察官 命は同じです

ということで、ある程度の避難が完了した時点

、 、で 住民と一緒に避難をするようになっており

指導もしております。

完了と言われましたが、どこまで○横田委員

を完了と考えるかって難しいと思うんです。で

も、ぎりぎりまで危機が迫っていたら、自分の

命を守りなさいと。やはり、最優先だと思うん

ですよね。そこあたりは、しっかりと徹底して
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いただければと思います。

マニュアルはもうできているん○中野委員

じゃないんですか。つくっているというと進行

形になるんだけれど。

申しわけございません つくっ○谷口警備部長 。

ているとは、既にできているという意味でござ

いました。

避難が完了してだったら、それは○中野委員

前と一緒じゃないですか。津波が来る中、現場

に立って誘導していて亡くなったのが25人とか

おるわけでね。次の機会に議論したいと思って

いますけれど、そこをしっかりよろしくお願い

します。

ＤＮＡの研究事業、県単でやられ○徳重委員

ることになっているわけですが。東北震災を初

めとして、その後、いろんな事件等も発生して

いるわけですから、これは、宮崎県が単独で云

々ではなく、全国的な警察組織の中で、こうい

う方法でやっていくんだというのを早く確立さ

れるべきだと思っています。各県警ともこの事

業に対する考え方は、それぞれが計画を立てて

研究していくということなんですか。全国的な

組織の中で こういうものはやっていくべきじゃ、

ないかなと思うんですが、いかがでしょうか。

今回の研究でございますけれ○鬼塚刑事部長

ども、基本的には、それぞれの研究機関が独自

で行うもので、今回は、本県独自の研究と考え

ております。警察庁は警察庁のほうで、また独

自の研究を行っておるということで、現在のと

、 。ころ 連携をとっているわけではございません

年齢推定で申しますと、そもそも担当する者

がウシのＤＮＡから年齢を推定する独自の研究

に基づいて 今回 ヒトに応用できないかとやっ、 、

ている事業でございまして。ほかの人が全てで

きるものではないので、うちが先進的にやって

いる事業でございます。

宮崎はウシの生体からの研究をさ○徳重委員

れているということですが、これは非常に大事

なことで、それぞれの県警でいろんな取り組み

をされている、そういう実例があるんですか。

うちはウシでやっている、ほかは何かでやって

いるという実例があれば、教えてください。

京都府警が、年齢推定の研究○鬼塚刑事部長

をされているらしいんですけれど、まだ発表は

されておりません。

ちなみに、この年齢推定等につきましては、

全国レベルで連携がなければ研究できないもの

ではございませんので、本県の独自技術に基づ

きまして研究を行うものでございます。

よろしいですか。ほかにござい○新見委員長

ませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、以上をもっ○新見委員長

て、警察本部を終わりたいと思います。執行部

の皆さんは御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前10時54分休憩

午前10時58分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

さきの臨時県議会におきまして、私たち７名

が文教警察企業常任委員会の委員になったとこ

ろでございます。

私は、このたび委員長に選任されました、宮

崎市選出の新見でございます。どうかよろしく

お願いいたします。一言、御挨拶を申し上げた

いと存じます。

企業局の皆様におかれましては、県民福祉の

増進、これを図るために日々御尽力をいただい

ているところでございますが、昨年度、皆様方
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の地方振興積立金、これを財源として基金をつ

くっていただき、その基金を活用して多くの事

業がつくられ、今年度も引き続き、新規事業が

たくさんあるようでございます。

まさしく、宮崎における地域活性化の原動力

の一つに、企業局がなっているのではないかと

思っております。引き続き、県勢発展に御尽力

をいただきますように、心からお願いを申し上

げます。よろしくお願いいたします。

次に、委員の紹介をいたします。

まず、私の隣が、宮崎市選出の野﨑副委員長

でございます。

次に、皆様方から向かって左側になりますけ

れども、都城市選出の徳重委員でございます。

東諸県郡選出の中野委員でございます。

宮崎市選出の横田委員でございます。

向かって右側になりますけれども、延岡市選

出の太田委員でございます。

児湯郡選出の図師委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の井口主任主事でございます。

副書記の沼口主査でございます。

次に、企業局長の御挨拶、幹部職員の紹介並

。びに所管業務の概要説明等をお願いいたします

。○図師企業局長 企業局長の図師でございます

どうぞよろしくお願いをいたします。

私ども企業局は、地方公営企業として、電気

事業を中心に工業用水道事業、地域振興事業の

３つの事業を行っております。これまでのとこ

ろ、３事業とも順調に推移をしております。し

かしながら、現在、国の電力システム改革が行

われており、これが最終段階へと進んでおりま

して、昨年の４月からは、電気小売業参入の全

、 、面自由化が開始され 卸規制が撤廃されるなど

今後、企業局を取り巻く環境が大きく変化する

ことが予想されますことから、これに的確に対

応していく必要があります。

私ども企業局の目的は、公共の福祉の増進で

ありますので、将来にわたってこの目的が達成

できますよう、職員一丸となりまして、引き続

き尽力してまいる所存であります。

委員の皆様には、どうぞ御指導、御支援を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げます。

、 。それでは 座って説明をさせていただきます

まず、初めに、局本庁の幹部職員の紹介をさ

せていただきます。

お手元の委員会資料の１ページをお開きくだ

さい。

幹部職員の名簿を記載しております。順に御

挨拶をさせていただきます。

総括副局長の平原利明でございます。

技術副局長の大谷睦彦でございます。

技監の新穗伸一でございます。

総務課長の松田広一でございます。

経営企画監の新穂浩一でございます。

工務課長の喜田勝彦でございます。

開発企画監の上石浩でございます。

電気課長の森本誠二でございます。

施設管理課長の平松信一でございます。

総合制御課長の新見剛介でございます。

続きまして、総務課課長補佐の齊藤郁宏でご

ざいます。

工務課課長補佐の渦元誠朗でございます。

電気課課長補佐の田原充生でございます。

同じく電気課課長補佐の釘元英俊でございま

す。

。施設管理課課長補佐の伊達明紀でございます

同じく施設管理課課長補佐の日髙誠でござい

ます。

総合制御課課長補佐の楠見博でございます。
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最後に、議会担当でございます。

総務課主幹の鬼川真治でございます。

同じく、主任主事の長友祥でございます。

それでは、委員会資料に基づきまして、所管

事業の概要等を説明させていただきます。

２ページをお開きください。

Ⅰ、企業局の組織の概要及び主な事務分掌で

ございます。

１の企業局の組織及び職員数ですが、平成29

年度の組織体制につきましては、本庁５課１出

先機関で、職員数は、私を含めまして117名、体

制は記載のとおりでございます。

３ページをごらんください。

２の企業局の主な事務分掌でございます。説

明は省略をさせていただきます。

４ページをお開きください。

事業概要について御説明をいたします。

冒頭申し上げましたように、企業局では電気

事業、工業用水道事業、地域振興事業の３事業

を実施しております。

まず、企業局の基幹事業であります、１の電

気事業でございます。

（１）の水力発電事業につきまして、まず、

①の沿革でありますが 本県においては 昭和13、 、

年に県営電気建設部として発足以来、全国有数

の豊富な水資源の活用を県政の重要課題と位置

づけまして、河川管理者の委託を受け、これま

でに６つの河川総合開発事業を実施しており、

これらの事業を通じて、電力の安定供給や下流

域市町村の水害防止、かんがい用水確保による

農業振興など、地域の発展に貢献してきており

ます。

次に、②の事業の規模でありますが、現在、

発電所は14カ所ありまして、その最大出力の合

計は、15万9,055キロワットで、全国26の公営電

気事業者の中で３番目の規模であり、発電した

電力は全て九州電力へ供給しております。

発電所の一覧につきましては、下の表のとお

りでございます。全ての発電所は、企業局庁舎

８階の総合制御課で集中監視制御を行っており

ます。

５ページをごらんください。

③に、平成29年度当初予算における年間供給

電力量等の見込みを示しております。年間供給

、 、電力量は ５億309万5,000キロワットアワーで

これは、県内の約46万世帯の３割に当たる約14

万世帯の年間消費量に相当するものでありまし

て、電力料は47億780万円余としております。

、（ ） 、次に ２ の緑のダム造成事業でありますが

この事業は、安定的な電力の供給に資すること

を目的として、企業局が発電事業を行うダムの

上流域を対象として、未植栽地を広葉樹を中心

とした水源涵養機能の高い森林として整備する

ものであり、平成28年度から実施をしておりま

す。昨年度までに491ヘクタールを取得し、植林

面積の累計は199.16ヘクタールとなっておりま

す。

次に （３）の新エネルギーへの取り組みであ、

ります。

まず、①の小水力発電につきましては、未利

用の水資源を有効活用するため、日南ダム直下

に酒谷発電所を建設し、昨年10月より運転を開

始しております。

次に、②のマイクロ水力発電設備につきまし

、 、ては 出力35キロワット祝子第二発電所のほか

小規模な発電設備の各種データを取得する目的

で、平成25年度に日之影町と共同で、出力５キ

ロワットの下小原発電所を建設し、発電状況等

について３年間のデータ収集を行った後 平成29、

年３月、先月でございますが、発電設備を町へ
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譲与したところであります。

また、平成26年６月に、西米良村と共同で自

家消費用、出力１キロワットの川の駅百菜屋発

電設備を建設し、データ収集を行っているとこ

ろであります。

そのほか、③の太陽光発電設備につきまして

は、日向市の工業用水道施設・配水池に出力30

キロワットの設備を、また、新富町の一ツ瀬川

県民スポーツレクリエーション施設、河川敷の

ゴルフ場でありますけれども こちらにも出力90、

、 、 、キロワットの設備を さらに 北部管理事務所

綾第二発電所の２カ所にも、それぞれ出力20キ

ロワットと50キロワットの設備を設置している

ところであります。

６ページをお開きください。

２の工業用水道事業であります。

（１）の事業の概要でありますが、工業用水

道事業は、日向市の細島工業団地に工業用水を

供給する目的で、昭和39年10月から給水を開始

しております。その給水能力は、日量12万5,000

立方メートルとなっておりまして、現在、旭化

成株式会社など13社に給水を行っているところ

であります。

なお、工業用水道施設につきましても、発電

所と同様に、企業局庁舎から監視制御を行って

おります。

（２）に、企業別の契約水量をお示ししてお

りますが、13社の契約水量の合計は、日量９

万8,180立方メートルとなっております。

（３）の給水料金でありますが、基本料金は

１立方メートル当たり10.4円で、これは、全国

平均の22.52円と比べて低廉な料金となっており

ます。

７ページをごらんください。

施設の概要を掲載しております。上のほうの

地図でありますが、左端の日向市東郷町の耳川

から取水し、総延長9.3キロメートルの送水管を

使いまして、耳川の細島工業団地の近くにある

配水池に送水し、ここから各企業に工業用水を

供給しております。

また、下の左側の写真は、日向市東郷町にあ

る北部管理事務所の浄水場であり、右側の写真

は、日向市亀崎地区にある配水池の写真であり

ます。

８ページをお開きください。

３の地域振興事業であります。

（１）の事業の概要でありますが、地域振興

事業は、地域振興と県民福祉の向上に寄与する

目的で、一ツ瀬川県民スポーツレクリエーショ

ン施設として、一ツ瀬川の河川敷にゴルフコー

スを整備し、平成２年から営業しており、利用

客数は平成28年度までに累計109万人を超えてお

ります。

（２）の施設の管理運営につきましては、平

、成18年度に指定管理者制度を導入いたしまして

現在は、一般財団法人一ツ瀬川県民スポーツセ

ンターが指定管理者として管理運営を行ってい

るところであります。

参考といたしまして、ゴルフ場の利用料金表

をお示ししておりますが、ごらんのとおり、シ

ニアやジュニアなど、年齢によって料金を設定

しております。その下には、施設の概要を掲載

しております。ゴルフコースはパブリックの18

ホールとなっております。

９ページをごらんください。

施設の位置図といたしまして、３事業の主な

施設を県の地図に落とし込んでおります。電気

事業に関係するものを青色の文字で表示してお

、 、りますが 県の北部を流れます祝子川に４カ所

県の中央部を流れます小丸川に２カ所、三財川
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に２カ所、綾北川に３カ所、県の西部を流れま

す岩瀬川に２カ所、そして、先ほど御説明いた

しましたとおり、県の南部に酒谷発電所が加わ

りまして、合計14カ所の発電所がございます。

これに、工業用水道に関係するものを緑色の

文字で表示しておりますが、日向市東郷町に北

、 。部管理事務所 工業用水道浄水場がございます

また、地域振興事業に関係するものを赤色の

文字で表示しておりますが、新富町に一ツ瀬川

県民スポーツレクリエーション施設としてのゴ

ルフ場がございます。

次に、10ページをお開きください。

３の平成29年度宮崎県公営企業会計当初予算

であります。

１の予算のポイントにつきまして、大きく３

点掲げてございます。

まず、１点目は （１）電力システム改革への、

的確な対応であります。これは、将来的な発電

のあり方を見据えた上での施設改修や設備投資

など、電力システム改革に的確に対応し、健全

経営を維持するものであります。

２点目は （２）の計画的な設備投資による長、

寿命化対策であります。これは、老朽化した施

設設備について、計画的に更新、改良を行うこ

とにより、電力、工業用水の安定的な供給及び

住民福祉の向上に寄与する取り組みを推進する

ものであります。

３点目は （３）の地域貢献に資する取り組み、

の推進であります。これは 「産業経済の振興と、

」 、県民福祉の増進 という局設置の理念に基づき

地域貢献に資する取り組みを推進するものであ

ります。

なお、主な事業につきましては、後ほど御説

明させていただきます。

次に、11ページをごらんください。

２の平成29年度宮崎県公営企業会計当初予算

の概要であります。

（１）の電気事業であります。業務の予定量

といたしましては、年間供給電力量５億309

万5,000キロワットアワーを予定しておりまし

て、事業収益から事業費を引いた収支残は、黒

い太枠で囲んでいるところでありますが、１

億1,031万8,000円としております。

（２）の工業用水道事業であります。業務の

予定量といたしましては、給水事業者数13社、

年間総給水量3,583万5,700立方メートルを予定

しておりまして、事業収益から事業費を引いた

収支残は、1,189万8,000円としております。

（３）の地域振興事業であります。業務の予

定量といたしましては、年間施設利用者数３

万3,500人を予定しておりまして、事業収益から

事業費を引いた収支残は、103万円としておりま

す。

、資料の12ページから17ページにつきましては

事業会計別の予算の内容でありますが、説明は

省略をさせていただきます。

資料の18ページをお開きください。

３の主な重点事業であります。

まず 「渡川発電所大規模改良事業」でありま、

す。

（１）の事業の目的ですが、昭和30年の運転

開始から60年を経過し、主要機器及び基礎部に

老朽化が見られるため、最新の機器を導入する

ものであります。

２ の事業の概要ですが 予算額は２億8,500（ ） 、

万円余とし、事業期間は平成27年度から平成33

年度までを予定しており、平成29年度につきま

しては、28年度に引き続き、取りつけ道路工事

と発電設備一括更新工事を進めるものでありま

す。
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（３）の事業効果ですが、最新機器の導入及

び基礎部の改良により、発電所の総合的な運転

信頼性が向上し、発生電力量が増加するととも

に、固定価格買い取り制度の活用により、収入

の増加も見込まれるものであります。

19ページをごらんください。

企業局地域貢献事業であります。

（１）の事業の目的ですが、地域貢献の取り

組みを推進するため、公営企業会計における地

方振興積立金を活用し、県営電気事業みやざき

創生基金の原資として一般会計に繰り出すもの

であります。

（２）の事業の概要ですが、予算額は10億円

とし、平成28年度から30年度までの３年間で30

億円を支出する予定であります。

（３）の事業効果ですが、企業局設置の理念

である「産業経済の振興と県民福祉の増進」が

図られるとともに、地方創生の推進や地域活性

化に資するものであります。

20ページをお開きください。

「緑のダム造成事業」であります。

（１）の事業の目的ですが、企業局の発電に

関係するダム上流域の未植栽地等を取得し、水

源涵養機能の高い山林として整備することによ

り、安定的な電力の供給に資するものでありま

す。

２ の事業の概要ですが 予算額は１億1,600（ ） 、

万円余、平成18年度から37年度の20年間で対象

山林の取得及び植林を行い、平成78年度までの

間に下刈り等を実施するものであります。

（３）の事業効果ですが、山林の水源涵養機

能向上により、発生電力量の増加はもとより、

山林崩壊の防止や濁水の軽減等が期待されると

ころであります。また、地元小学生等の植樹体

験は、自然環境保護意識の啓発にもつながるも

のと考えております。

21ページをごらんください。

その他主要事業といたしまして （１）小水力、

発電推進事業、7,199万1,000円 （２）綾第一発、

電所発電機自動制御装置更新工事、１億5,566

万1,000円 （３）工業用水道施設計装装置取り、

かえ工事、5,594万3,000円、庁舎改修工事実施

設計業務、3,331万8,000円、企業局施設活用促

進・ＰＲ事業、1,375万2,000円を計上しており

ます。

参考といたしまして、知事部局等への経費支

出予定額を記載しておりますが、先ほど御説明

いたしました繰出金10億円のほか、多目的ダム

管理費用等により、支出予定額の合計は23

億2,700万円余としております。

また、最後に、22ページから27ページにかけ

ましては、企業局の経営状況等をお示しするた

め、各事業の平成27年度決算における損益計算

書及び貸借対照表をつけております。

説明は以上でありますが、私ども企業局とい

たしましては、経営の合理化と経費の節減に努

め、引き続き、健全経営を維持しながら、公共

の福祉の増進に寄与してまいりたいと考えてお

ります。

説明は以上でございます。

執行部の説明が終わりました。○新見委員長

質疑はないでしょうか。

これは要望でいいですが、22ペー○中野委員

ジ以降に損益計算書が出ていますけれど、企業

会計を見るのには、これが一番いいんですよ。

予算書を見たってよくわからないしね。そこで

要望ですけれど、この負債の部と資本金の部の

合計が出ていないんですよ。大体普通は出てい

ると。これに合計を入れてください。

それともう一つ。損益計算書、一般管理費の
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、 。人件費を括弧でもいいから ぜひお願いします

緑のダムの関係であります。これ○太田委員

、 、は 未植栽地の土地を取得すると思うんですが

ここを買いたいなとか判断をされたときに、民

有林だろうと思いますけれど、相手方の相続人

がいっぱいおられたりとか、買収に当たっての

難しさや問題点とか何かありますか。

委員のおっしゃるとおり、相○松田総務課長

続の問題とか、あるいは国調がまだ終了してい

なくて境界が未確定とか、そういったいろんな

課題がございます。

ただ、順調にはいっているという○太田委員

ことでいいですね。企業局として取得したいと

きに、どうにか順調にいっていますか。

18年度から開始しております○松田総務課長

が、現在のところ、目標の1,000ヘクタールの約

、 。半分の490ヘクタールで 順調に進んでおります

もう一つ。この６ページの工業用○太田委員

水道事業。給水料金は、ここに参考で書いてあ

りまして、よくわかりました。全国平均からす

ると、安くしてあげている意味では、利用して

いる企業等にとってはありがたいことで、まさ

に地域貢献していると思います。そういう評価

はいたします。

ただ、この基本料金をお互いに決める場合の

基準、交渉事になるのか、将来ちょっと上げた

いなというときにどうなのかとか。宮崎県とし

、 、ては 全国平均の半分ぐらいにしている考え方

基準はどう考えればいいんですか。

基本的には、公共料金です○新穂経営企画監

ので、総括原価をもとに考えております。かか

る費用を使用量で割って単価を大体出しておる

わけですけれども。

宮崎県が安い理由といたしましては、河川水

をそのままポンプアップして自然流下で流して

いることが大きくて、他県の工業用水道の場合

は、ダムをつくって、その費用を負担して送っ

ていると そのダムの建設費用がたくさんかかっ。

ている、そういう意味で高くなっております。

総括原価方式であれば、安くでき○太田委員

るんだなと、わかりました。

緑のダム事業、造成事業というこ○徳重委員

とで、今、説明があったわけですが、ほかに民

間とか、ボランティア団体等で、例えば、どん

ぐりの森、1000年の森とか、毎年、いろいろと

やっているんですが、ああいうのに対する支援

はされていないんですか。

現在のところ、そういう団体○松田総務課長

への支援はございません。

市町村がやっている事業にも、全○徳重委員

。く支援をされていないと理解していいんですか

委員のおっしゃるとおりでご○松田総務課長

ざいます。

それから、新エネルギーへの取り○徳重委員

組みで、小水力発電等々が前からずっと言われ

てきたと思うんですが、その後、この話が余り

、 、出てこないもんですから 可能性のある箇所は

もうほとんどないと理解していいんですか。

委員のおっしゃるとおり、○上石開発企画監

可能性のある箇所は、確かに、どんどん少なく

なってきているとは思います。

ただ、国の制度のＦＩＴ、固定価格買い取り

制度で、料金を少し高目に設定されていますの

で、現在でも、県内にはまだかなりの未開地は

あると思っております。

、 、企業局といたしましては 酒谷に続きまして

引き続き、開発を進めていきたいと考えており

ます。

それから、太陽光発電についてお○徳重委員

。 、 、尋ねしたいと思うんですけれど 県は ３カ所
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４カ所、やっていらっしゃるわけですが、これ

からも、新エネルギーということで、これは普

及を図っていかなきゃならないという考え方が

あるんですが、県としての太陽光に対する考え

方。全国各地で、例えばゴルフ場なんかで、一

遍に大きな施設をつくっていらっしゃるところ

、 、 、が多いわけですが 県では 山間地でもそうで

できないところもあるんじゃないかなという気

もするし、何とかこの太陽光を導入する考え方

はないものか。

太陽光につきましては、既○上石開発企画監

に民間の方がかなり参入されています。それか

、 。ら 一般家庭もどんどん参入されてきています

企業局も当初、太陽光が出始めたころに４カ所

ほど導入いたしましたけれども、現時点では企

業局がもう参入しなくても、民間がどんどん参

入していくということで、企業局といたしまし

ては、民間の参入がなかなか厳しい水力のほう

に傾注していきたいと考えております。

18ページ、渡川発電所の大規模改○徳重委員

良事業ということで予算が計上されております

が。これで改良した場合、33年度には電力量が

かなり増加するということですが、どれぐらい

の発電量の増加と、価格の効果が出ると推定さ

れているんですか。

渡川の更新でございます。水○森本電気課長

車を新しく見直しますので、水車の効率が上が

ります。大体、一般的には３％ぐらい効率が上

がると考えております。あと、今の料金の換算

単価が８円57銭です。これが、ＦＩＴ料金にな

りますと14円になりますので、５円43銭アップ

になってくると。そうしますと、今現在、渡川

発電所は4,000万キロワットアワーの発電をいた

しておりますので、掛けますと、大体年間に２

億円ぐらいの増収が見込めるのではないかと考

えておるところでございます。

大変な増収になってくることを考○徳重委員

えますと、もちろん、耐用年数があろうかと思

うんですが、効率が上がるような状況があるな

らば、やはり積極的に取り組んでいただきたい

なと、期待するところです。よろしくお願いい

たします。

４ページの電気事業のところで、○太田委員

各発電所の発電開始年月日が書いてありますけ

れど。以前、聞いたことはあるんですが、この

、 、委員会に久しぶりに来たもんですから その後

どうかなと思って聞かせていただきます 昭和25。

年ぐらいにつくられたものが一番古いと思うん

ですよね。本体、セメントの部分の耐用年数と

いうのは、必ず、いずれ来るだろうと思います

けれど、その辺の問題が、近々出ることがない

のかどうか。意外と、セメント、土台の耐用年

数は長いんだよというのはあるかもしれません

が、その辺のことについて。もう一つ、堆積土

砂についての対応はどうされているのかなと

、 、思って 土砂崩れで上流部分の砂が流れ込んで

容量を少なくしてしまう可能性もあるんだろう

と思いますが、それをとる作業とかはあるのか

どうか。

１点目の御質問、コンクリー○喜田工務課長

トの劣化状況でございます。コンクリートの劣

化と申しますと、中性化とかございますが、今

のところ、企業局のダムの関係とかで、そうい

。うふうに劣化が進んでいるものはございません

今後も、継続的に状態を監視しながら、進めて

まいりたいと思っております。

あと、堆積土砂の状況でございますが。確か

に 企業局の発電所 古いものは昭和20年代 30、 、 、

年代につくったものが多いので、堆積の土砂は

進んでおります。私どもの発電所の専用のダム
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は、知事部局が管理している多目的ダムのほか

に、専用の小さいダムが３つございます。こち

らのほうも、確かに堆積としては進んでおりま

、 、 、 、すが 随時 状態を確認しながら 土砂を移動

貯水池内の移動とかで今は対応しているところ

でございます。

堆積土砂については、対応されて○太田委員

いるとお聞きしますけれど、濁りが出たりとか

で、下流域のいろんな権利を持っている人たち

への問題もあるのかなと思って、その辺の問題

もありますか、環境問題なり、漁業をされてい

る、内水面漁業関係の人たちの関係とかもある

んでしょうか。

堆積土砂が直接濁水に関係す○喜田工務課長

る部分は、ダムそれぞれによって、若干違いは

ございます。濁水につきましては、確かに、昨

年も発生しておりまして、小丸川水系、綾川水

系でも、年間50日程度の濁水が発生しておりま

すので、今年度からできる限りその対策、運用

方法の対策しかございませんが、改善はしてい

きたいと、試行的にいろんな方策を試してみた

いと考えているところでございます。

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、以上をもっ○新見委員長

て企業局を終了いたします。執行部の皆さん、

大変御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時36分休憩

午前11時41分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

さきの臨時県議会におきまして、私たち７名

、が文教警察企業常任委員会の委員ということで

選ばれたところでございます。

私は、このたび委員長に選任されました、宮

崎市選出の新見でございます。どうかよろしく

お願いいたします。一言、御挨拶を申し上げた

いと存じます。

教育委員会の皆様方におかれましては、常日

ごろより、将来の宮崎を担って立つ子供たちの

育成に御尽力をいただいております。敬意を表

しますとともに、感謝を申し上げる次第でござ

います。

今言われております人口減少の中で、宮崎県

内への人材の定着、これにも教育委員会として

御尽力いただいておりますが、引き続き、山積

する諸課題の解決等に向けて、私たちもしっか

り尽力していきたいと思いますので、これから

１年間、どうかよろしくお願いいたします。

次に、委員の紹介をしたいと思います。

私の隣が、宮崎市選出の野﨑副委員長でござ

います。

次に、向かって左側になりますが、都城市選

出の徳重委員でございます。

東諸県郡選出の中野委員でございます。

宮崎市選出の横田委員でございます。

向かって右側になりますけれども、延岡市選

出の太田委員でございます。

児湯郡選出の図師委員でございます。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の井口主任主事でございます。

副書記の沼口主査でございます。

次に、教育長の御挨拶、幹部職員の紹介並び

。に所管業務の概要説明をよろしくお願いします

教育長の四本でございます。ど○四本教育長

うぞよろしくお願いいたします。

委員の皆様方には、かねてから、本県教育の

振興のため、御指導、御支援を賜りまして、心

から感謝を申し上げます。
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平成29年度におきましても、本県教育のさら

なる充実を図るために、誠心誠意努めてまいる

所存であります。委員の皆様の御指導、御鞭撻

を、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、この後は、座って説明をさせてい

ただきます。

お手元の常任委員会資料を２枚めくっていた

だいて、１ページをお開きください。

まず、教育委員会事務局の幹部職員を紹介い

たします。

教育次長（総括）の片寄元道でございます。

教育次長（教育政策担当）の飯干賢です。

（ ） 。教育次長 教育振興担当 の西田幸一郎です

参事兼総務課長の亀澤保彦です。

財務福利課長の柚木崎誠一朗です。

学校政策課長の吉田郷志です。

学校支援監の金子文雄です。

特別支援教育室長の川越浩司です。

教職員課長の黒木健一です。

生涯学習課長の後藤克文です。

スポーツ振興課長の古木克浩です。

国体・高校総体準備室長の萩尾英司です。

文化財課長の谷口武範です。

人権同和教育室長の米村公俊です。

２ページになります。

県立図書館長の金子洋士です。

県立美術館副館長の四位久光です。

県総合博物館長の長友重俊です。

県立西都原考古博物館長の向井大蔵です。

県埋蔵文化財センター所長の菅付和樹です。

なお、課・室長補佐等につきましては、資料

１ページ及び２ページの名簿の記載をもって紹

介にかえさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。

次に、３ページをお開きください。

現在５名の教育委員は、ここにごらんのとお

りであります。

続きまして、４ページであります。

第二次宮崎県教育振興基本計画であります。

本計画は、平成27年９月に県議会で議決いた

だいたものであります。一番上の四角囲みにあ

りますように、計画のスローガンとして 「未来、

を切り拓く 心豊かでたくましい 宮崎の人づ

くり」を設定するとともに、その下の四角囲み

にありますように、本計画を通して目指す具体

的な人の姿を３つの「目指す県民像」として設

定しております。

また、ページ下のほうに５つの四角囲みに示

しておりますとおり、５つの施策目標を掲げ、

目指す県民像の実現に向けて、今年度もしっか

りと取り組んでまいります。

次に、５ページをごらんください。

教育委員会の平成29年度当初予算でございま

すが、表の下から５段目の太線で囲んでありま

す合計の欄をごらんください。

一般会計の合計が1,085億3,647万2,000円であ

ります。また、下から２段目の太線で囲んであ

ります合計の欄でございます。特別会計の合計

が、13億8,227万3,000円であります。総計は、

一番下に記載しております、1,099億1,874

万5,000円であります。

２つ右の欄ですが、これは、平成28年度当初

、 、予算額に対しまして 11億4,956万7,000円の増

、 。率にしまして 対前年度比101.1％でございます

続きまして、６ページです。

県教育委員会事務局の組織体制を示しており

ます。

また、７ページから16ページまで、各課・室

ごとの組織及び事務を記載しております。後ほ

どお目通しをいただければと思います。
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なお、今年度の組織改正によりまして、国体

・高校総体準備室を新設しております。

続きまして、17ページと18ページでございま

す。

資料を縦にして、あわせてごらんいただきた

いと思います。

先ほど御説明しました、第二次宮崎県教育振

興基本計画の施策の体系に沿いまして、平成29

年度の教育委員会の主な事業を示したものであ

ります。

、 、私からの説明は以上でありますが 引き続き

各課・室長から、19ページ以降に示しておりま

す主要事業について、さらに、その他の報告事

項として、高鍋農業高等学校のスーパー・プロ

フェッショナル・ハイスクール指定、教職員の

資質向上実行プラン（改訂版 、宮崎県美術品等）

取得基金事業により取得した美術品の初公開、

以上３点について説明させますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

。○吉田学校政策課長 学校政策課でございます

よろしくお願いします。

それでは、新規・主要事業について御説明し

ます。

。常任委員会資料の19ページをお開きください

改善事業「学校の教育相談体制充実のための

外部専門家活用事業」でございます。

事業の目的・背景でありますが、教育相談体

制を支援するため、臨床心理士等の心の専門家

、であるスクールカウンセラーを公立学校に配置

派遣する体制を充実させることで、いじめや不

登校等の問題の解決を図るとともに、学校だけ

では解決困難な事案への迅速な対応を行うもの

であります。

事業の概要をごらんください。

予算額は、5,024万円であり、財源にあります

とおり、事業費の３分の１は国庫支出金を充て

ております。

事業期間は、平成29年度から平成31年度の３

カ年であります。

事業内容ですが、スクールカウンセラーの体

制拡大では、まず、アにありますとおり、これ

までスクールカウンセラーは、県立学校には配

置されておりませんでしたが、今回、初めて県

立学校に４名配置します。

配置方法は、県内を４つのエリアに分け、そ

れぞれに設けた拠点校に１名配置し、担当エリ

アの県立学校を巡回しながら、問題に対応しま

す。

次に、イにありますとおり、中学校の配置校

を79校から83校へ４校ふやします。

次に、スクールカウンセラーの資質向上であ

りますが、情報交換や講義などの連絡協議会を

実施します。

いじめ問題の解決に向けた支援チームの設置

・派遣でありますが、これは、学校だけでは解

決困難ないじめ問題が発生した際、緊急支援チ

ームを学校に派遣し、調査・検証、支援を行う

ものであります。

事業効果につきましては、ごらんのとおりで

す。

次に、20ページをお開きください。

新規事業「高校生の県内企業理解・職場定着

推進事業」でございます。

事業の目的・背景でありますが、本県高校生

の県内就職率は、２年連続全国最下位であり、

若い世代をいかに地元に残すかが急務の課題で

あります。

そこで、商工観光労働部と一体となって、県

内就職率の向上と職場定着を図るため、高校と

産業関係団体等とのネットワークを強化し、県
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内企業の魅力を理解してもらう取り組みを実施

するものであります。

事業の概要をごらんください。

予算額は、2,592万4,000円です。財源にあり

ますとおり、地方創生推進交付金を活用するも

のであります。

、 。事業期間は 平成29年度の単年度であります

事業内容ですが、企業と高校のネットワーク

強化では、就職支援エリアコーディネーターを

配置し、エリアネットワーク会議を開催するな

ど、高校と産業関係団体等とのつながりを一層

強化してまいります。

次に、生徒と企業の出会いの場の提供であり

ますが、新たな取り組みとして、工業科の高校

１、２年生を対象とした企業見学会を実施しま

す。これは、工業科の県内就職率が低いことか

ら、県内企業の魅力を早い段階で伝えるためで

あります。

次に、キャリア教育の支援でありますが、生

徒の進路や専門性を生かすことができるインタ

。ーンシップ等の取り組みを実施してまいります

保護者に対する情報提供でありますが、新た

な取り組みとして、保護者を対象とした企業見

学会を実施するとともに、参加者以外の保護者

にも体感した企業の魅力を伝えてまいります。

事業効果につきましては、ごらんのとおりで

す。

次に、21ページをお開きください。

改善事業「みやざきの産業人財育成事業」で

ございます。

事業の目的・背景でありますが、県立高校の

職業学科等の生徒が、将来、宮崎で自分の力を

発揮したいという志を高めるため、他学科や他

校、地域産業界と連携・協働して地域資源を活

用した新たな商品開発などに取り組み、また生

徒の技術・技能、知識といった専門力を強化す

、 。ることで 産業人財を育成するものであります

事業の概要でありますが 予算額は410万8,000、

円であり、財源は、全額一般財源であります。

事業期間は、平成29年度から平成31年度の３

カ年であります。

事業内容ですが、専門分野の横断的研究によ

、 、り 地域課題の解決等に挑戦する取り組みでは

農業、工業、商業など、他の分野の視点も取り

入れて研究できるよう、新たに地域別の合同研

修会等を実施します。その後、成果を取りまと

めた報告会を実施するとともに、イにあります

とおり、その研究成果を踏まえ、新たな価値を

見出した物づくりへと発展させるものでありま

す。

次に、地域資源の活用を目指す取り組みであ

りますが、これまでも取り組んでおります地元

の産業界と連携した商品開発や地域人材の活用

を引き続き行ってまいります。

次に、高い専門力を備えた産業人財の育成で

ありますが、学校が設備などを持たないため、

学校で指導できない最新設備等を生徒に見学や

体験させることは、将来、働く上での知識とし

て十分役立つものと考えております。

また、イにありますとおり、高齢者福祉施設

での長期実習など、福祉課生徒の介護技術向上

に向けた研究を行います。

先端技術等を身につけた指導者の育成であり

ますが、教職員を技術講習会などに参加させ、

技術向上に努めてまいります。

事業効果につきましては、ごらんのとおりで

す。

次に、22ページをお開きください。

改善事業「定時制・通信制ひろがる夢支援事

業」でございます。
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事業の目的・背景でありますが、現在、不登

校や登校しても教室に入れない経験をした生徒

が増加傾向にあり、学習機会を提供する定時制

・通信制高校の重要性がますます高まっており

ます。本事業は、このようなさまざまな学習歴

を持つ生徒に対し、自己肯定感を持たせ、基礎

的な学力とコミュニケーション能力を育成し、

社会的な自立を支援するものであります。

事業の概要でありますが 予算額は697万3,000、

円です。財源は、全額一般財源であります。

事業期間は、平成29年度から平成31年度の３

カ年であります。

事業内容ですが、生徒生活体験発表大会及び

文化・スポーツ交流支援では、定時制・通信制

で学ぶ生徒が一堂に会する、生活体験発表大会

等を実施し、生徒のコミュニケーション能力を

高めるとともに、同じ環境で学ぶ生徒間の連帯

感を深めます。

次に、生徒支援相談員の配置でありますが、

生徒の心のケアや悩みの相談に当たる生徒支援

相談員を定時制課程５校、通信制課程２校に１

名ずつ配置いたします。

次に、通信制学習支援センターの運営であり

ますが、通信制高校の設置されていない県西地

区において、通信教材で自学自習の滞りがちな

生徒に対し、学習指導員が学習支援を行う取り

組みであります。

今回、新たな取り組みとしまして、職業観を

広げる取り組みでありますが、生徒の進路実現

に向けて、定時制・通信制を卒業した経営者等

による講演会等を実施します。

事業効果につきましては、ごらんのとおりで

す。

次に、23ページをお開きください。

新規事業「県立学校を拠点とした芸術文化体

験プログラム事業」であります。

事業の目的・背景ですが 教育委員会で昭和42、

年から、青少年の芸術劇場という、児童生徒に

すぐれた文化芸術を体験させる芸術鑑賞事業を

実施してまいりました。これに、近年は、東京

オリンピック・パラリンピックを視野に入れた

、文化庁の芸術鑑賞事業が拡大傾向にありまして

また、県立芸術劇場の取り組みなども含めて、

小・中学生を対象とした鑑賞事業が大変充実し

てきております。

その反面、高校生等を対象とした取り組みが

少ないことから、小・中学校において行われて

きた文化芸術の体験をつなぐものとして、そこ

に挙げておりますとおり、県立学校を拠点とし

て実施するハイレベルな芸術文化体験プログラ

ムを計画いたしました。

事業の概要をごらんください。

予算額は、418万円です。財源は、全額一般財

源であります。

事業期間は、平成29年度から平成31年度の３

カ年であります。

事業内容についてですが、この事業は 「プロ、

フェッショナル・コンサート」と「日本のここ

ろに親しむ」の２つを計画しております。それ

ぞれ１つの出演団体を選定して、１週間の公演

期間で４公演ずつを実施していくものでありま

す。

プロフェッショナル・コンサートであります

が、日本音楽を含む各種音楽や舞台芸術で、我

が国を代表する出演者による少人数編成の音楽

公演及び舞台公演を実施します。

日本のこころに親しむでありますが、狂言な

どの古典芸能につきまして、人間国宝などの出

演者による舞台公演を実施いたします。

事業効果についてでありますが、生徒が本物
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の芸術文化に触れること、レベルの高い芸術文

化に触れることで、社会を生き抜く基盤となる

豊かな心を育むということが期待できる （２）。

にありますように、高度な芸術の鑑賞やワーク

ショップ等を通して、生徒が自分自身のあり方

を考える機会にできる。それから （３）近隣中、

学校や地域住民の参加を通じて、県立学校と地

域社会との一体感が醸成され、相互理解や協働

に向けたさまざまな活動につなげることができ

ると考えております。

暫時休憩いたします。○新見委員長

正午休憩

午後０時１分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

特別支援教育室でご○川越特別支援教育室長

ざいます。特別支援教育室の当初予算につきま

して御説明いたします。

24ページをごらんください。

「県立特別支援学校整備事業」であります。

まず、事業の目的・背景でありますが、特別

支援学校におきましては、児童生徒の増加や障

がいの程度の重度・重複化、多様化による教室

不足やスクールバスの長時間通学が喫緊の課題

となっております。それに対応するため、新た

、に教室やスクールバスの整備を行うことにより

児童生徒への負担軽減を図ることを目的として

おります。

次に、事業の概要ですが、予算額は3,420

万9,000円で、全額一般財源であります。

事業期間につきましては、平成29年度となっ

ております。

事業内容につきましては、まず、教室整備と

しまして、教室不足が特に顕著な都城きりしま

支援学校と日向ひまわり支援学校に、新たに軽

量鉄骨構造の教室を整備いたします。

平成29年度に調査・設計委託を行い、本格的

な工事につきましては、平成30年度に行う予定

です。

次に、スクールバスの増便につきましては、

長時間通学が課題となっております日南くろし

お支援学校に中型バスを１台増便し、現在の１

台体制から、串間市からの直行便と日南市内便

、 。の２台体制にして 通学時間の短縮を図ります

そして、児童生徒の急増でバスが不足してお

りますみなみのかぜ支援学校には、登校用の大

型バスを増便し、児童生徒の増加への対応を図

ります。

事業効果につきましては、まず、教室がふえ

ることによりまして、間仕切り等で対応してい

る現状を改善することができ、ゆとりのある環

境で児童生徒が安心して学習に取り組むことが

できるようになります。

、 、また 日南くろしお支援学校におきましては

串間市からの直行便の運行により、長時間通学

、 、 、が解消され また みなみのかぜ支援学校では

児童生徒の増加への対応が可能となり、児童生

徒の通学の負担軽減を図ることができます。

以上でございます。

資料の25ページをごらん○後藤生涯学習課長

ください。

改善事業「 日本一の読書県」を目指した総合「

推進事業」であります。

本事業は、28年度から実施しておりますが、

より充実した取り組みとなるように再構築いた

しました。

まず、事業の目的・背景でありますが、県立

図書館や学校、家庭、地域等との連携により、

子供から大人まで、生涯にわたって読書に親し

む環境づくりを推進し、日本一の読書県を目指
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すものであります。

事業の概要をごらんください。

予算額は、2,240万4,000円であり、財源は、

全額一般財源であります。

事業期間は、平成29年度から31年度までの３

カ年であります。

事業内容につきましては、啓発に関する事業

では、新たな取り組みとして、県民からアイデ

アを募り、県民が主体となる提案型モデル事業

を実施いたします。

高校生ビブリオバトルなどのこれまでの取り

組みとあわせ、県民の読書活動に対する機運の

醸成を図ってまいります。

人財育成に関する事業では、新たな取り組み

として、障がい者や高齢者、妊婦の方など、多

様な県民のニーズに応じるため、図書館職員等

を対象にしたサービス向上研修を実施いたしま

す。

環境整備に関する事業では、これからの学校

図書館には、探求型学習への支援など、高い専

門性を持つ学校司書が求められますことから、

新たな取り組みとして、県立学校に学校司書エ

リアコーディネーターを６名配置し、読書環境

の整備充実を図ってまいります。

事業効果につきましては、多角的な啓発を行

うことにより、県民の読書に対する機運の醸成

が図られる。多様な研修等の実施により、専門

的な知識を有した人財を育成することで、学校

や地域での読書活動推進が図られる。新図書流

通システム継続運用により、県民のニーズに即

応した貸し出しが可能になるとともに、県立図

書館を利用することが困難な市町村における読

書環境等が向上し、より多くの県民が読書に親

しむ環境の整備充実が図られると考えておりま

す。

次に、26ページをお願いいたします。

改善事業「ワクワクアート アーティストが

やってきた！事業」であります。

事業の目的・背景でありますが、県民が文化

芸術に親しむ機会のより一層の充実や、アート

、 、を通した地域活性化を図るため 注目度が高く

幅広い年代の方々に共感を得る表現やワーク

ショップ的な活動にも取り組める気鋭の美術作

家をお招きし、学校、公共施設、商店街等を拠

点として、児童生徒や保護者を含む地域内外の

人とともに、創作活動を行うものであります。

事業の概要をごらんください。

予算額は、451万円であり、財源は、全額一般

財源であります。

事業期間は、平成29年度から平成31年度まで

の３カ年であります。

事業内容につきましては、学校など、児童生

徒が参加しやすい場所を会場とし、子供から大

人まで地域内外の人を巻き込みながら、作家と

創作活動を行います。完成作品は、地域に長く

残しまして、地域の活性化につながる文化的資

源として活用します。

また、作家の講演会等を県立美術館で実施す

るなど、地域と県立美術館とが、相互に行き交

う人の流れをつくってまいります。

事業効果につきましては、地域住民が文化芸

、術をより身近なものとして実感できるとともに

地域の文化活動の拡充を図ることができる。活

、動内容や地域の魅力を広く情報発信することで

新たな文化資源を活用した地域振興につなげる

ことができると考えております。

以上でございます。

資料の27ページをご○古木スポーツ振興課長

らんください。

改善事業「女性アスリート強化対策事業」で
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ございます。

事業の目的・背景でございますが、２巡目国

体を見据え、女性アスリートの競技力向上を図

るため、ふるさと選手や有望選手に対する遠征

費等の支援を初め、大会参加に当たっての課題

解決のためのサポートなどを行うものでありま

す。

事業の概要でございますが、予算額は573

万2,000円を計上しており、財源は、全額一般財

源でございます。

事業期間は、平成29年度から３カ年としてお

ります。

事業内容は、女性選手強化支援の促進では、

ふるさと選手への支援や県内高校有望選手への

支援を初め、国体新種目に係る強化費の支援等

を行います。

サポート体制の充実においては、大会や遠征

等に参加しやすくなるための保育士の派遣等を

行います。

事業効果につきましては、ふるさと選手への

支援を強化することによって、成年女子の競技

力向上、県内高校有望選手への支援拡充を行う

ことにより、少年女子の競技力向上等の期待が

できると考えております。そして、女性アスリ

ートのサポート体制を充実することによって、

女性が大会遠征等に参加しやすい環境を整える

ことを狙いとしております。

続きまして、28ページをごらんください。

改善事業「めざせ全国制覇！甲子園優勝サポ

ート強化事業」でございます。

事業の目的・背景でございますが、県民の悲

願であります甲子園優勝を目指し、引き続き、

チームサポートを行うとともに、選手の育成・

強化を充実させるものでございます。

事業の概要でございますが、予算額は437

万7,000円を計上しており、財源は、県営電気事

業みやざき創生基金で、事業期間は、平成29年

度から３カ年としております。

事業内容は、チームサポート強化事業では、

秋季大会県予選ベスト４のチームに対して、メ

ンタルコーチ、トレーナー、栄養士等を活用し

た総合的なチームサポートを行います。

パフォーマンスアップ支援事業では、チーム

の中心投手や中軸打者を育成するため、国内の

最先端研究設備を活用して、科学的な身体能力

測定や動作分析等を行います。

県中学生選抜チーム支援事業では、県中学生

。選抜チームの全国大会出場への支援を行います

事業効果につきましては、野球技術のレベル

アップはもちろんですが、メンタル、メディカ

ル、栄養面の総合的なサポートを充実させるこ

とによって、全国的規模、甲子園での好成績が

期待できるところでございます。

もう一つ、甲子園優勝を目指した取り組みに

おきましては、次代を担います子供たち、宮崎

県球児の夢を抱かせるとともに、県民に感動や

活力、勇気や夢を与えることができると考えて

おります。

以上でございます。

文化財課でございます。○谷口文化財課長

資料の29ページをごらんください。

新規事業「ひなた文化資源創出事業（文化財

を活用した地域づくり 」でございます。）

初めに、事業の目的・背景でありますが、県

内の各地域にあるさまざまな文化財と観光資源

をつなぎ合わせ、地域の歴史や文化を表現した

魅力的なストーリーをつくり、文化庁が認定す

る日本遺産を目指します。そして、作成したス

トーリーを東京オリンピック・パラリンピック

などに向け、情報を発信し、県内への観光客の
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誘導を図ります。また、ストーリーを作成する

ときに、新たに掘り起こされた文化財の調査や

評価を行いまして、さらなる文化財の保護・啓

発につなげます。

次に、事業の概要をごらんください。

予算額は、339万6,000円、財源は、全額県営

電気事業みやざき創生基金となっております。

事業期間は、平成29年度であります。

事業内容でありますが、まず、ストーリーの

検討・作成につきましては、県と市町村の文化

財や観光、地域振興担当課と連携して進めてま

いります。あわせて、文化庁調査官などを招聘

しまして、ストーリーを構成する文化財の調査

も行います。また、情報発信として、スマート

フォンに対応したホームページの改良や誘導ナ

ビゲーションの作成を行います。

事業効果につきましては、ストーリーの検討

・作成を通して、地域の魅力や価値に対する地

元住民の理解が深まり、郷土を誇りに思う機運

を醸成することができますとともに、地域の特

徴や特色を表現したストーリーを設定すること

によりまして、今まで知られていなかった地域

、の歴史や特徴などの情報をより効果的に発信し

観光客等の誘導を促すことにより、観光の振興

や地域づくりに寄与することができるものと考

えております。

また、県内各地域の新たな文化資源の掘り起

こしにより、重要な文化財につきましては、指

定の措置を図るなど、文化財の保護を推進でき

ると考えております。

なお、この事業のイメージと日本遺産の概要

につきましては、次の30ページをごらんくださ

い。

続きまして、31ページをお開きください。

「めざそう神楽の世界無形文化遺産！みやざ

きの民俗芸能活性化事業」でございます。

事業の目的・背景でありますが、神楽のユネ

スコ無形文化遺産の登録を目指して、調査研究

や映像記録、情報発信を行うとともに、県外の

国指定神楽保存団体との連携を進めます。

また、県内の民俗芸能の保存・継承のため、

体験事業や継承者の育成・支援を行います。

次に、事業の概要をごらんください。

予算額は、1,159万6,000円、財源といたしま

しては、一般財源及び芸術文化振興基金助成金

となっております。

事業期間は、平成28年度から平成32年度まで

であります。

事業内容ですが、まず、めざそう世界無形文

化遺産！みやざきの神楽魅力発信事業につきま

しては、県内外の有識者で構成する神楽魅力発

信委員会による調査研究を進め、基礎資料の蓄

積を行います。

また、神楽の映像を県庁ホームページに公開

し、県内外に本県の神楽の魅力を発信いたしま

す。

さらに、県外の神楽団体との連携を進め、ユ

ネスコ無形文化遺産の登録に向けた推進体制の

構築を図ってまいります。

また、文化財伝承活動支援事業といたしまし

ては、民俗芸能保存団体等が行う継承者の育成

や用具整備等の支援を行いますとともに、文化

財愛護少年団との交流活動や民家園を活用した

民俗文化体験事業を実施いたします。

事業効果につきましては、神楽の映像を県庁

ホームページに公開することで、神楽の価値が

再認識されまして、保存・継承の促進及び神楽

を支える県民意識の醸成が図られると考えてお

ります。

また、九州管内の国指定の神楽保存団体が連
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携しまして、国内外に神楽の魅力をアピールす

ることで、ユネスコ無形文化遺産の登録に向け

た推進体制の構築が図られるものと考えており

ます。

、 、さらに 民俗芸能の学びや体験を通しまして

県民が郷土の民俗文化に対する理解を深め、ふ

るさと宮崎への愛着や誇りを育むことができる

と考えております。

説明は以上です。

暫時休憩いたします。○新見委員長

午後０時15分休憩

午後１時10分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

その他の報告事項から、説明をお願いいたし

ます。

常任委員会資料の32ペー○吉田学校政策課長

ジをごらんください。

高鍋農業高等学校の平成29年度スーパー・プ

ロフェッショナル・ハイスクール指定について

であります。

このたび、平成29年度の文部科学省の事業で

あります、スーパー・プロフェッショナル・ハ

イスクールに、高鍋農業高等学校が本県初とな

る指定を受け、研究に取り組むことになりまし

た。

事業の目的にありますように、同校は、社会

の変化や産業の動向等に対応した高度な知識・

技能を身につけ、社会の第一線で活躍できる専

門的職業人を育成するために、先進的で卓越し

た取り組みを行う専門高校として指定を受け、

実践研究を行うことになります。

また、事業の概要をごらんください。

事業費は、1,000万円と記載しておりますが、

正式には４月末に確定予定でありまして、全額

国庫負担となっております。

、 、事業期間は 今年度から３年間でありまして

事業内容にありますように、同校は「新たな時

代の変化に対応できる次世代農業経営者及び関

」 、連産業技術者の育成に関する研究 をテーマに

具体的には、枠組みにありますように、模擬会

社の設置、新商品の開発、寮教育を役立てるな

ど、４つの柱立てに基づいて研究に取り組んで

まいります。

なお、平成29年度は、全国から48校の応募が

あり、今回、新たに10校が指定を受けておりま

す。今後、これらの研究成果を、本県農業教育

全体の活性化につなげていきたいと考えており

ます。

資料の33ページをお願いい○黒木教職員課長

たします。

教職員の資質向上実行プラン（改訂版）につ

いてであります。

１の改訂の趣旨についてでありますが、本プ

ランは、第二次宮崎県教育振興基本計画の「魅

力ある教育を支える体制や環境の整備・充実」

の施策の一つとして位置づけてあります 「教職、

員の資質向上」を具現化するための実行プラン

であります。

今回、改訂する背景には、平成25年３月に策

定されました現行のプランが、平成28年度まで

の計画であること、社会背景や本県の実態の変

化、国の動向等を踏まえたものに改訂する必要

があることなどがあります。

、 。それでは プランの全体像を説明いたします

（ ）別冊の教職員の資質向上実行プラン 改訂版

の冊子をお願いいたします。

冊子の１ページをごらんください。

教職員の資質向上に係る社会情勢や本県の状

況を背景に、重点課題Ａから重点課題Ｇの７つ
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の重点課題を設定いたしました。

また、２ページをごらんください。

それらの課題解決のために、第二次宮崎県教

育振興基本計画の施策の内容１から４に合わせ

まして、一番右の列に示しておりますが、具体

的な取り組みとして、全部で39項目を、今後４

。年間で取り組む内容として整理をいたしました

具体的な取り組みの末尾に ［新］とあります、

のは、現行プランにはない新しい取り組みであ

るということ ［改］とありますのは、現行プラ、

ンの取り組みを改善したという意味でございま

す。

本プラン作成におきましては、市町村教育長

や校長会、ＰＴＡの各代表者や大学関係者、企

業関係者等をメンバーとした関係機関意見聴取

会議を２回ほど開催し、幅広い意見をプラン作

成の参考といたしました。今回、４月の定例教

育委員会で決議されたところでございます。

最後になりますが、冊子の巻末の17ページか

ら19ページに実施工程表をつけております。各

課・室等の役割分担を明確にするとともに、中

長期的な見通しをもって計画的に実施をしたい

と考えております。

以上であります。

資料の34ページをごらん○後藤生涯学習課長

ください。

宮崎県美術品等取得基金事業により取得した

美術品の初公開について報告いたします。

、 、 、まず 経緯でございますが 平成27年12月に

美術品等取得基金条例が改正され、同基金を14

年ぶりに活用して、平成29年３月に郷土作家の

作品２点を購入いたしました。その作品が、現

在、宮崎県立美術館において行われているコレ

クション展第１期で、国内外の有名作品等とと

もに初公開されております。

今回、初公開されております美術品が、資料

にあります彫刻２作品でございます。

作家は、都城市出身の保田井智之氏で、組木

を施したり、木とブロンズなどの異素材を組み

合わせたりする独特の造形スタイルで知られる

彫刻家であります。

、 、なお 今回のコレクション展でございますが

年４回の展示がえにより収蔵作品を紹介する展

覧会の第一弾であり、瑛九などの宮崎県を代表

する作家やピカソ、ミロなど、国内外の著名な

作家の作品も多数紹介しております。観覧は無

料でございます。県立美術館の各展示室を会場

に、７月９日、日曜日まで開催されます。

また、今回のコレクション展のオープニング

記念として、保田井智之氏の新収蔵作品を中心

としたギャラリートークを、４月21日に開催い

たしました。

報告は、以上でございます。

執行部の説明が終わりました。○新見委員長

これから、質疑を受けたいと思います。

まず、教育長にお尋ねします。こ○中野委員

の資料の17、18ページの第二次宮崎県教育振興

基本計画。これを見ると、英語力向上というの

は２カ所出てくるんですよ。しかし、学力向上

という言葉がどこにも出てこないのです。これ

は、どう解釈したらいいですか。

直接、学力向上という言葉は出○四本教育長

てきませんけれども、例えば、この中には、子

どもの学びを高める“ひむか”の授業づくり推

進事業であるとか “確かな学力”を育む高校授、

業改革推進事業という名前でそれぞれ事業が

入っておりまして、その中身が学力向上という

ことで理解しております。

高等教育とは高校のことでしょう○中野委員

か。

平成29年４月26日(水)
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確かな学力を育むは、高校の話○四本教育長

でございます。子どもの学びを高める“ひむか

”の授業づくり推進事業は、主に小・中学校の

話でございます。

、 、○中野委員 では その中を突っ込んでいけば

学力向上につながる内容になっているという理

解でいいですね。

そのとおりであります。○四本教育長

石川県とか、よそを見ると、前面○中野委員

に学力向上と出ていますよ。これは共通の意識

として やっぱり どこかに入れるべきだと思っ、 、

ています。少しぐらい表に出してもいいんじゃ

ないかなと思っていますから、ぜひ、検討して

ください。

それと、日本一読書県については、３カ所に

。 。出てきている 読書はいいことだと思うんです

しかし、これは個人差があって、読書しなさい

と言われたからといってなかなかする話じゃな

い。

それから、今、図書館とかの貸し出しをみる

と、延べの数でしょう。借りる人は、大体限ら

。 、れてるんじゃないかなと思うんですよ だから

読書県を目指すのだったら、やっぱり小学校、

中学校あたりと区別して進めるべきで。これは

図書館の事業だからこうなっているのかわかん

ないけれど、そういう違和感を受けます。

そして、小・中学生で読書していると、絶対

に国語が強くなるはずなんです。だけど、全国

テストを見ると、そんな結果が出ていないじゃ

ないですか。もうちょっと、そこ辺も関連づけ

て。読書県だったら、小・中学校と一般を分け

てやるべきだと思います。

また、今後、数字を出すときには、延べじゃ

なくて何人。同じ人が10回、20回借りているわ

け。同じ人が1,000回借りていても、それは読書

県とは言わないので。読書県とは、人口の何割

にするかとか、そういう分析をしてください。

それから、もう一つ。きょうの説明を聞いて

いて、これは全庁的に言える話だけれど、皆さ

んの説明は、自分で書いたか、係長か担当が書

いたものを、恐らく棒読みしているのかなと思

うんですよ。我々は、この説明資料を見ている

と。話すだけではわからないから資料を出して

いるので、要は、この資料を見ながら、追加し

て説明すればいいわけで。小学校、中学校のテ

ストで、上半分は文章が書いてあって、その要

約版をするような話と一緒で、もうちょっと合

理的に、資料を見ながら説明するように。これ

は全庁的な話ですけれど、ぜひ、それでやって

ください。

31ページの神楽の話で、事業効果○横田委員

の（１）に 「県内の神楽の価値が再認識され、、

保存・継承の促進及び神楽を支える県民意識の

醸成が図られる 」と書いてあります。これはホ。

、 、ームページのことなんでしょうけれど 例えば

同じような目的で民間団体の人が県内のあちら

こちらの神楽を１カ所に集めて、みんなに見て

もらうと、そういう計画をされている団体があ

るんですが、例えば、そういった行事に対して

の財政的な支援とかはできるんでしょうか。

神楽だけではなくて、民俗○谷口文化財課長

芸能全体で申し上げますと、神楽とか民俗芸能

で使われている用具とか衣装とか、そういった

ものに対しての補修なり、整備するための補助

金は、一部ですけれども、助成しているところ

であります。

それ以外に、神楽があるところには、いろい

ろと現地調査に行くとかしております。

ということは、１カ所に集まって○横田委員

もらうときの旅費的なものは、ちょっと無理と
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いうことですか。

そうですね、集まってもら○谷口文化財課長

うことは、なかなか難しいんですけれども。た

だ、そのほかに、もう一つの事業として、九州

民俗芸能大会というのがございまして、年に１

回、九州各県持ち回りでやっておりまして。そ

ういうところで発表しませんかということで、

発表の機会を設けたりとかはやっているところ

であります。

もう一回、確認させてもらいます○横田委員

けれど。民間団体とかが、神楽を寄せてから、

多くの県民に見てもらおうと、そういう事業を

するときの神楽の舞手とかに対する旅費的なも

のの支給は難しいということですね。

申しわけありませんが、今○谷口文化財課長

のところ難しいです。

資料の23ページ、県立学校を拠点○太田委員

とした、芸術文化体験プログラム事業、これは

新規事業でありますね。それで、これは県立学

校が近隣の中学校や地域の方々にという表現に

なっておりますが、私の体験で、中学校のブラ

スバンド部が地域の人に呼びかけて、音楽と劇

をしますのでと言って、チラシを配ってこられ

たんです。中学生の人たちが自分で書いたビラ

。 、 、を それを見て 行ってあげようかなと思って

行ったら、本当におもしろくて。劇も素人っぽ

くて、音楽と一緒に、非常に感動的なやり方を

していて。中学校ではこういうやり方をしてい

。るところがほかにもあるのかなと思ったんです

私は学校のそばにおるから、ブラスバンドの音

が、日ごろから聞こえるんですよ、やかましい

とは思いませんけれど。そういうお返しに、中

学校が地域の人に呼びかけて、来てくださいと

言われて、行ってみて本当によかったなと思い

ました。

そういう体験をしたもんですから、この○の新

事業として、県立学校が地域の方々に呼びかけ

るとありますので、学校がまた身近になってく

るのかなと、それから、地域の人たちも喜ばれ

ると思うんですね。

それで、これはコンサートとか、能・狂言と

かもあるようですけれど。私が行った中学校の

場合は、40人ぐらい地域の人が集まったから、

視聴覚教室みたいな、音響効果が一応は考えて

あるところだったからよかったんですが、高校

でやる場合、そういう音響効果なりがある程度

考えられたところはありますかね。体育館とか

でも、もちろんできるかもしれませんが、対応

できるのかなと、その辺をお聞きしたいと思い

ます。

おっしゃるとおりであり○吉田学校政策課長

ます。ただ、この事業は、全国のトップレベル

のアーティストを呼んでするということで、実

際、この募集もプロデュースができる、会場設

営から、全ての音響装置の設定までできるとこ

ろに限って募集をしていますので、また、学校

等と協議しながら、よりよい音響環境で聞ける

ようにできるものと思っております。

わかりました。音楽にうるさい人○太田委員

は、環境を厳しく言うもんですから、うまくで

きるのかなと思ったので。地域に喜ばれる学校

になると思うので、ぜひ、頑張っていただきた

いと思います。

22ページ、定時制・通信制ひろが○徳重委員

。る夢支援事業についてお尋ねしたいと思います

生徒が増加の傾向にあるということですが、

ここ二、三年における定時制・通信制の生徒数

を教えていただけないでしょうか。

少々お待ちください。○吉田学校政策課長

調べてもらっている間に、ほか○新見委員長
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の委員で質問があれば。

、○徳重委員 その生徒数がどういう状況なのか

ふえてきているということでありますが、この

中で不登校の生徒の場合は それで通信制になっ、

たり、あるいは、定時制の場合は、職場に入っ

ている人もかなりおるんじゃないかなと思うん

ですね。それで、事業主の協力も大事かなとい

う気がするんですが、そこ辺の連携、事業主と

学校、関係者との連携あるいは話し合い、そう

いったものがなされているのかどうか、それを

聞いてみたかったのですが。

事業主との連携につきま○吉田学校政策課長

しては、定時制・通信制振興会というものがあ

りまして、そこの方々と連携をとることで、実

際は、いろんな企業の方との連携、そしてイン

ターンシップもさせていただいている状況であ

ります。

年に１回ではちょっとどうかなと○徳重委員

思うんですが、年に何回かしている実績がある

んですか。その中で、どういう話が出てきてい

、 、 。るのか もし わかっていたら教えてください

インターンシップ等の効○吉田学校政策課長

果は、非常に高いものがあるんですが、ただ、

生徒の実態としては、インターンシップに行っ

て、そのまま帰ってしまったりといった生徒も

いるということで 企業の方もかなり神経を使っ、

ている状況にありますが、十分協力をしていた

だいている体制にあります。

先ほどの件については。○新見委員長

過去３年間の定時制の充○吉田学校政策課長

足率が手元にありまして これを見ますと 泉ヶ、 、

丘、宮崎東を初め、全体的に充足率が若干低下

している状況にあります。

増加傾向にあると書いてあるんで○徳重委員

すが、これはどういう意味ですか。

もともと30○飯干教育次長（教育政策担当）

年ぐらい前は、働いている人が通うのが定時制

・通信制だったんですが、最近は、不登校の子

たち、いわゆる年の若い子たちが、定時制・通

信制に入ってきている率がふえているというこ

とで。その子たちは、昼間アルバイトをしなが

らやっている状況です。

全体の入学した定員がふえているということ

、 、 、ではなくて 例えば 通信制なんですけれども

宮崎東と延岡青朋を合わせて、１年生が684人、

２年生が553人 ３年生が451人と これは 入っ、 。 、

たときはほぼ同じなんですね、定員は決まって

いますので。ただ、順々やめていったりして、

３年になれば減ってくるんですが。そのニーズ

は年々高まっていて、問題は、不登校の子たち

の率がふえているという書き方になっておりま

す。

よろしいですか。○新見委員長

いいです。○徳重委員

この教職員の資質向上プラン、資○中野委員

質を上げるのは、本当に大事なことです。それ

、 、 、で 改訂しましたという説明でしたが これは

２年とか３年の期限があって自動的に改訂した

のか、それは関係なしに、内容がちょっと現状

に合わないようになったから改訂したのか。

27年の９月に第二次宮崎県○黒木教職員課長

教育振興基本計画がつくられまして、その施策

、 。の一つとして 資質向上が位置づけられました

この教職員の資質向上実行プランは平成25年３

月にできたんですが、これが平成28年度までの

プランであったということで、期限が来たので

改訂したというのが一つであります。

それから、社会が変化した、そして、宮崎県

の実態も変化した、それに合わせて改訂したと

いうこと等があります。
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次の常任委員会のその他でいいの○中野委員

で。これの具体的施策。いろいろと研修すると

か、どうやって進めるのか、この説明資料を出

してください。

私は、熊本の教員の人から、今、福井県は学

力向上に熱い、全国で一番熱いのは福井県だっ

て話を聞きました。やっぱり、こういう政策を

いろいろやっているけれど、基本的には、学力

ですよ、学力。そして、その上に、こういうい

ろんな施策が来ると。45番目なのをどうやって

上げるかと、教育委員会全体で議論して、熱く

なって、ぜひ頑張ってください。

それから、いじめ対策の改正について、ニュ

ースか何かで書いてあったんだけど、これ、次

の常任委員会で出してください。

２点、要望がございましたが、○新見委員長

よろしくお願いいたします。

ほかにございませんか。

27ページの女性アスリート強化対○図師委員

策事業を含めてなんですが、この事業は２巡目

国体を見据え、競技力向上を図るということが

うたわれていて、事業内容の中にも、県内高校

の有望選手への支援等がうたわれておるんです

が。現在、教育委員会では、高校生の競技力の

向上のために、教員採用でスポーツ枠をとって

いただいて、特に、競技者が少ない競技の指導

者のために先生を順次採用していただいており

ます。ウエートリフティングとかボートとか、

採用されている競技について、効果が上がって

きているのは、よく知られているところです。

特に、高鍋高校と妻高校は、ボートの指導者

を入れていただいて、高鍋高校は全国大会で上

位入賞者が出ている、それは女性ですね、いい

傾向だとは思います。しかし、高鍋高校のボー

ト部を視察に行きましたら、目の前に小丸川が

あって、そこで練習ができる環境にあるにもか

かわらず、ボートを収納できる倉庫がないゆえ

に、わざわざ新富町まで行って、ボートの練習

をせざる得ないと。学校が終わって、約１時間

かけて自転車で新富まで行く、終わってまた１

時間かけて帰ってくる、帰ってくるときには、

女性生徒のために、男子生徒も一緒になって、

自転車で集団で動くということで、帰りの時間

が暗くなる、遅くなると、必ずしも練習環境は

いいものではない、劣悪だと言ったほうがいい

かもしれません。

ですので、こういう、強化対策をするんであ

れば、やはり、その練習環境も整えるべきで。

、 、まずは 小丸川が目の前にあるにもかかわらず

練習がそこでできないというものの改善を考え

るべきではないかなと思うのが一つと。もう一

つ、競技力向上の指導者で、アーチェリーに関

しても、今年度から１名採用していただいて、

延岡の星雲高校に配置いただいたんですが。聞

くところによると、アーチェリーで入れたにも

かかわらず、星雲高校での部活動の顧問は陸上

部に充てられたと。アーチェリー部もできては

いないということで、何のために専門枠をとっ

て採用いただいたのかと。これは、高校側の配

慮が足りないのか、教育委員会側からの指導が

、 。足りてないのか このあたりいかがでしょうか

まず、１点目につい○古木スポーツ振興課長

てでございますけれども、御指摘のとおりでご

ざいまして。やはり競技力向上を図るには、人

を配置して、プラスその環境を整えることが非

常に大切でございます。

今のところ、各学校における練習環境につい

ての支援は、なかなか具体的なものはないんで

すけれども。例えば、妻高校で、ボートの先生

が入りまして、あそこも近くの川で練習するの
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に、なかなか置く場所がないということで、い

ろいろと県にも要望がございました。私たちも

現地に行きながら、何かいい方法がないかと相

談していたところ、妻高校の場合は、たまたま

ＯＢの方々がそこにそういうものをつくってあ

げようかということで、県がしたわけではあり

ませんけれども、そういった形で、いろいろと

相談に乗りながら、いい形でやっていくという

のが今の現状でございます。今後、２巡目に向

けては、そういった環境整備にもできるだけ目

を向けていきたいと考えております。

それと、２点目なんですが、アーチェリーに

ついて、延岡星雲高校に配置をしております。

新年度になりまして、私も校長先生と直接お話

をさせていただきました。アーチェリーの指導

者は宮崎県内でこの先生お一人ですので、将来

的には、ぜひ、この先生をアーチェリーにとい

うことで、校長先生にもそこは了解をいただい

てます。なぜ延岡星雲なのかは、一つは、そこ

に経験者がもう既にいるということもあるし、

アーチェリー協会も延岡地区が非常に、協力・

連携ができるというところで、配置をさせてい

ただきました。

校長先生にも理解をいただいておりますが、

私が聞いている範囲では、一応、陸上部の顧問

でことしは置いておりますけれど、まだ、行っ

たばっかりですので 生徒もいません そういっ、 。

た中ですので、ことし、同好会を立ち上げる準

備をしていくということです。まずは、陸上部

の顧問で配置はしていて、アーチェリーの大会

とか、そういったところに協力いただくような

、 、 、体制は 学校として整えていただいて ことし

同好会で生徒を募集しながら、次年度以降で部

活動にと 学校の事情もございまして そういっ。 、

、た形で整えていくことで確認しておりますので

よろしくお願いしたいと思います。

いい御説明をいただいたと思ってお図師委員

ります。

今、説明にありましたとおり、アーチェリー

競技は、県北の延岡を中心にするグループと、

あと宮崎市と都城、県南を中心にするグループ

と２つありまして。協会側から、特に、県北だ

と常設のアーチェリーが打てる会場はないんで

すが、協力していただける弓道場があるという

ことで、比較的環境としては整っているほうだ

と、だから、先生もぜひ県北に欲しいという流

れで。また、今度、延岡のアーチェリー協会に

入っている中学生が、星雲高校に入ったんです

ね。それも、２人入っているみたいで。ぜひ、

同好会から早目の部活動への昇格と、せっかく

専門で入れていただいた指導者を早目にそちら

へ配置いただくように、御配慮いただければと

思います。

質問じゃないんですけれど、○野﨑副委員長

。 、特別支援学校の整備事業について 四本教育長

また、川越室長を中心に、教育委員の皆さん方

から御尽力いただきまして、スクールバスの増

大と教室不足の改善に努めていただき、本当に

感謝申し上げます。保護者の方もすごく喜んで

いらっしゃいますし、教員の方も非常に喜んで

いらっしゃいます。

、生まれつきハンディがある子供たちですので

一つでも、少しでも、そういった教育の環境が

整うように、引き続き、御尽力いただければい

いかなと思っています。これは、お礼と要望と

いうことで、発言させていただきました。よろ

しくお願いします。

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、以上をもっ○新見委員長
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て、教育委員会を終了いたします。執行部の皆

さんは、お疲れさまでございました。

暫時休憩いたします。

午後１時42分休憩

午後１時44分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

４月18日に行われました委員長会議の内容に

ついて、御報告をいたします。

委員長会議において、お手元に配付の委員長

会議確認事項のとおり、委員会運営に当たって

の留意事項等を確認いたしました。

時間の都合もありますので、主な事項につい

てのみ御説明をいたします。

まず、１ページをお開きください。

（５）の閉会中の常任委員会についてであり

ます。

定例会と定例会の間に、原則として１回以上

開催し、また、必要がある場合には、適宜委員

会を開催するという内容であります。

次に、２ページをお開きください。

（ ） 、７ の執行部への資料要求につきましては

委員から要求があった場合、委員長が委員会に

諮った後、委員長から要求するという内容であ

ります。

（８）の常任委員長報告の修正申し入れ及び

署名についてであります。

本会議で報告する委員長報告について、委員

会でその内容を委員長一任と決定した場合、各

委員が修正等の申し入れを行う場合は、委員長

へ直接行うこと、そして、報告の署名は、委員

長のみが行うこととするものであります。

（９）のマスコミ取材につきましては、取材

は原則として採決等委員協議を含めて記者席で

行わせるという内容でありまして、委員会は採

決等も含め、原則公開となっております。

次に、３ページをお開きください。

（12）の調査等につきましては、ア、県内調

査、イ、県外調査、ウ、国等への陳情と分れて

おります。

まず、アの県内調査についてでありますが、

４点ございます。

１点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において、県民との

意見交換を積極的に行うというものです。

、 、２点目は 調査中の陳情・要望等については

事情聴取の性格を持つものであり、後日回答す

る旨等の約束はしないというものであります。

、 、３点目は 委員会による調査でありますので

単独行動による発着はできる限り避けるという

ものであります。

４点目でありますが、調査先は、原則として

県内の状況把握を目的に選定されるものであり

ますが、県内での調査先の選定が困難であり、

かつ県政の重要課題に関して特に必要がある場

合には、日程及び予算の範囲内で隣県を調査で

きるというものであります。

４ページをお開きください。

（15）の委員会室におけるパソコン等の使用

についてでありますが、詳細は10ページにあり

ますので、後ほど御確認ください。

その他の事項につきましても、目を通してい

ただきたいと思います。

皆様には、確認事項等に基づき、委員会の運

。営が円滑に進むよう御協力をお願いいたします

確認事項等について、何か御意見はございま

せんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、次に、今年○新見委員長

度の委員会調査など、活動計画案については、
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お手元に配付の資料のとおりであります。

活動計画（案）にありますとおり、県内調査

を５月に、県外調査を８月に実施する予定であ

りますが、日程の都合もありますので、調査先

について、あらかじめ皆様から御意見を伺いた

いと思います。

参考までに、お手元に資料として、平成29年

度文教警察企業常任委員会県内調査調査先候補

の概要 それと 常任委員会視察の実施状況 県、 、 （

内、県外）を配付しております。

調査先等について、何か御意見、御要望があ

りましたら、お出しいただきたいと思います。

暫時休憩いたします。

午後１時48分休憩

午後１時54分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

県内調査のまず日程、調査先等については、

いろんな御意見も出ましたが、出された意見を

参考にしながら、正副委員長に御一任いただく

ということで御異議ございませんでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにさせてい○新見委員長

ただきます。

そのほか、何かありませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ほかに何もないようでしたら、○新見委員長

本日の委員会を終了したいと思いますが、よろ

しいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって、本日○新見委員長

の委員会を終了いたします。

午後１時55分閉会


